
2020年（令和2年）9月1日 第123号（1）

北
の
大
地
に
刻
ん
だ
70
年
の
歴
史	

２
面	

北
海
学
園
学
術
研
究
助
成
事
業
報
告
⑭ 

経
済
学
部 

水
野
谷
武
志
教
授	

３
面	

バ
レ
ン
シ
ア
に
学
ぶ 

法
学
部 

鈴
木
光
教
授
・
コ
ロ
ナ
禍
の
ニュ
ー
ヨ
ー
ク 

人
文
学
部 

佐
藤
貴
史
教
授	

４
面	

学
園
人
脈
記 

第
13
回
北

海

道

文

化

放

送

報
道
ス
ポ
ー
ツ
局 

報
道
情
報
部
山
口
英
里
子
氏	

５
面	

経
営
学
部
1
年
生
の
た
め
の
リ
モ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト	

６
面	

新
大
学
院
研
究
科
長
に
聞
く
!	

７
面	

入
試
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン	

８
面	

主 な 記 事

北海学園大学学報
発行・編集  北海学園大学

札幌市豊平区旭町 4 丁目
1 番 40 号　〒062-8605      

☎ 011（841）1161  FAX 011（824）3141
https://www.hgu.jp/

 　gakuho@tyhr.hokkai-s-u.ac.jp
 発行日（6月1日, 9月1日, 12月1日, 3月15日）

購読料　1 部 80 円　年間 320 円
制作・印刷　株式会社人力社

北海学園大学
学報
バックナンバー

北海学園大学創基七十年を祝して北海学園大学創基七十年を祝して北海学園大学創基七十年を祝して
北海道とともに歩んだ軌跡をたどり未来につなげる北海道とともに歩んだ軌跡をたどり未来につなげる北海道とともに歩んだ軌跡をたどり未来につなげる

▲北海学園大学豊平キャンパス

▲山鼻キャンパス

　

わ
が
北
海
学
園
大
学
は
本
年

創
基
七
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。

七
十
年
と
い
え
ば
、
人
間
で
は

古
稀
に
相
当
し
ま
す
。
こ
れ
は

読
ん
で
字
の
ご
と
く
、
唐
の
詩

設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ー

ク
博
士
で
有
名
な
こ
の
学
校
が
、

い
か
に
由
緒
正
し
い
教
育
機
関

で
あ
る
か
わ
か
り
ま
す
。
札
幌
農

学
校
に
つ
い
て
若
干
補
足
し
ま

す
と
、
一
九
〇
七
年
に
東
北
帝
国

大
学
が
三
番
目
の
帝
国
大
学
（
二

番
目
は
一
八
九
七
年
創
立
の
京

都
帝
国
大
学
）
と
し
て
設
立
さ

れ
た
際
に
、
札
幌
農
学
校
は
そ

の
一
角
を
担
う
東
北
帝
国
大
学

農
科
大
学
と
な
り
、
さ
ら
に
そ

こ
か
ら
分
離
し
て
、
一
九
一
八

年
に
五
番
目
の
帝
国
大
学
（
四

番
目
は
一
九
一
一
年
創
立
の
九

州
帝
国
大
学
）
で
あ
る
北
海
道

帝
国
大
学
が

誕
生
し
ま
し

た
。

　

な
ぜ
札
幌

農
学
校
に
つ
い
て
記
す
か
と
い

え
ば
、
北
海
学
園
大
学
は
札
幌

農
学
校
と
非
常
に
深
い
縁え

に
し

が
あ

る
か
ら
で
す
。
学
校
法
人
北
海

学
園
は
、
一
八
八
五
年
に
設
立

さ
れ
た
北
海
英
語
学
校
を
起
源

と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
学
校

を
設
立
し
た
の
は
札
幌
農
学
校

の
三
期
生
の
大
津
和
多
理
で
す
。

札
幌
農
学
校
の
一
期
生
に
は
北

大
初
代
の
総
長
の
佐
藤
昌
介
が

い
ま
す
し
、
二
期
生
に
は
新
渡

戸
稲
造
、
内
村
鑑
三
、
宮
部
金

吾
、
廣
井
勇
、
町
村
金
弥
な
ど

が
い
ま
す
。
三
期
生
の
大
津
は

こ
う
し
た
偉
大
な
先
輩
た
ち
か

ら
大
き
な
感
化
を
受
け
た
は
ず

で
す
。
つ
ぎ
に
北
海
中
学
校
と

札
幌
商
業
学
校
の
校
長
を
務
め

た
戸
津
高
知
は
、
北
海
英
語
学

校
を
経
て
札
幌
農
学
校
に
入
学

し
、
一
八
九
八
年
に
第
十
六
期

生
と
し
て
札
幌
農
学
校
を
卒
業

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
北
海
学

園
大
学
の
初
代
の
学
長
を
務
め

た
上
原
轍
三
郎
は
、
一
九
〇
五

年
に
札
幌
農
学
校
に
入
学
し
ま

し
た
。
し
か
し
途
中
で
校
名
が

東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
に
改

変
さ
れ
た
た
め
、
一
九
一
二
年

に
卒
業
し
た
と
き
に
は
、
東
北

帝
国
大
学
農
科
大
学
卒
と
な
っ

て
い
ま
す
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

北
海
学
園
大
学
が
札
幌
農
学
校

と
深
い
関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
学
校
法
人
北
海

学
園
が
大
津
和
多
理
の
設
立
し

た
北
海
英
語
学
校
に
由
来
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
北
海
学
園
大

学
の
ル
ー
ツ
が
一
八
八
五
年
に

遡
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の

古
さ
を
例
示
す
る
た
め
に
申
し

ま
す
と
、
法
政
大
学
は
一
八
八
〇

年
設
立
の
東
京
法
学
社
に
、
明
治

大
学
は
一
八
八
一
年
設
立
の
明

治
法
律
学
校
に
、
早
稲
田
大
学
は

一
八
八
二
年
設
立
の
東
京
専
門

学
校
に
、
中
央
大
学
は
一
八
八
五

年
設
立
の
英
吉
利
法
律
学
校
に
、

日
本
大
学
は
一
八
八
九
年
設
立

の
日
本
法
律
学
校
に
由
来
し
て

い
ま
す
。
北
海
学
園
大
学
は
、

少
な
く
と
も
そ
の
ル
ー
ツ
に
お

い
て
は
、
東
京
の
代
表
的
な
老

舗
大
学
と
遜
色
が
あ
り
ま
せ
ん
。

本
学
の
大
学
設
立
が
、
本
州
の

有
力
な
私
立
大
学
に
大
き
く
後

れ
を
取
っ
た
の
は
、
あ
く
ま
で

も
北
海
道
の
地
理
的
辺
境
性
と
、

そ
の
人
的
・
経
済
的
・
社
会
的
・

自
然
環
境
的
要
因
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

本
学
の
七
十
年
の
歩
み
も
決

し
て
平
坦
で
は
な
か
っ
た
は
ず

で
す
。
創
基
元
年
の
一
九
五
〇

年
は
、
終
戦
後
五
年
経
っ
て
い

た
と
は
い
え
、
復
興
と
い
う
に

は
ほ
ど
遠
い
現
実
が
あ
ち
こ
ち

に
あ
り
、
し
か
も
新
た
に
朝
鮮

戦
争
が
勃
発
し
た
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
う
い
う
状
況
下
で
の

大
学
の
設
立
は
、
よ
ほ
ど
の
覚
悟

と
使
命
感
が
な
け
れ
ば
で
き
な

か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

た
と
い
覚
悟
と
使
命
感
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
資
金
力
、
人
材

の
確
保
、
学
生
募
集
、
施
設
の

充
実
な
ど
、
幾
多
の
困
難
が
横

た
わ
っ
て
い
た
に
相
違
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
う
し
た
創
立
当
初
の

先
人
の
ご
苦
労
は
、『
北
海
学
園

大
学
三
十
五
年
史
小
史
』
に
詳

し
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
般

刊
行
さ
れ
た
『
北
海
学
園
大
学

七
十
年
記
念
誌
』
は
、
後
半
の

三
十
五
年
間
の
軌
跡
を
、
写
真

や
記
録
や
証
言
な
ど
を
駆
使
し

て
生
き
生
き
と
描
き
出
し
て
い

ま
す
。
こ
の
二
冊
を
併
せ
読
む

と
、
北
海
学
園
大
学
の
七
十
年

の
歩
み
が
明
確
な
輪
郭
を
も
っ

て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

　

わ
た
し
は
山
陰
の
生
ま
れ
で
、

本
学
に
着
任
し
て
わ
ず
か
十
七

年
ほ
ど
で
す
の
で
、
古
い
時
代
に

つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
こ

と
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
し
か
し

一
九
五
二
年
生
ま
れ
で
す
の
で
、

時
代
的
に
は
大
学
の
歴
史
と
自

分
の
人
生
が
ほ
ぼ
重
な
り
合
い

ま
す
。
ま
だ
貧
し
か
っ
た
日
本

の
五
十
年
代
、
六
四
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
と
新
幹
線

の
開
通
、
七
〇
年
の
大
阪
万
博
、

六
〇
年
代
末
か
ら
七
〇
年
代
後

半
ま
で
全
国
に
吹
き
荒
れ
た
学

生
運
動
な
ど
が
、
前
半
の
三
十
五

年
間
の
主
要
な
社
会
的
ト
ピ
ッ

ク
を
形
づ
く
っ
て
い
ま
す
。
後

半
の
三
十
五
年
間
は
、
ま
さ
に

バ
ブ
ル
景
気
か
ら
始
ま
っ
て
今

般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

世
界
的
流
行
ま
で
を
カ
バ
ー
し

ま
す
。
北
海
学
園
大
学
は
こ
の

間
に
飛
躍
的
な
発
展
・
拡
大
を

遂
げ
ま
し
た
が
、
目
下
大
き
な

転
換
期
に
差
し
掛
か
っ
て
い
ま

す
。

　

問
題
は
、
い
か
な
る
ビ
ジ
ョ

ン
を
掲
げ
て
創
基
百
年
に
向
け

て
歩
を
進
め
る
か
で
す
。
将
来

の
青
写
真
を
描
い
て
全
員
で
そ

の
夢
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
、
学
長
に
課
さ
れ
た

課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
以
後
の
日
本
は
、
東
京
一

極
中
心
と
は
逆
方
向
に
振
り
子

が
振
れ
、
と
り
わ
け
北
海
道
の

重
要
度
が
高
ま
る
時
代
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
か
か
る
時
代
に

北
海
道
の
自
然
・
歴
史
・
文
化

に
深
く
掉
さ
し
な
が
ら
、
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時
代
を
逞
し
く

生
き
る
若
者
を
育
成
し
て
い
き

た
い
と
祈
念
し
て
い
ま
す
。

人
杜
甫
の
曲
江
詩
中
の
「
人
生

七
十
古
来
稀
」
に
由
来
し
ま
す
。

い
ま
で
は
「
人
生
百
年
」
な
ど
と

言
わ
れ
ま
す
の
で
、
七
十
歳
は

老
年
の
ま
だ
序
の
口
程
度
の
も

の
で
す
。
ち
な
み
に
、
昨
年
度

の
統
計
資
料
に
よ
れ
ば
、
七
十

歳
以
上
の
国
民
は
二
七
一
五
万

人
い
る
そ
う
で
、
こ
れ
は
総
人

口
一
億
二
六
一
七
万
人
の
21
・

５
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
超
高
齢
化
社
会

と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
七
十
年
以
上
の
歴

史
を
も
つ
大
学
は
幾
つ
あ
る
で

し
ょ
う
か
。
現
在
わ
が
国
に
は

国
公
私
立
合
わ
せ
て
七
七
四
の

大
学
が
あ
り
ま
す
。
一
番
古
い

の
が
東
京
大
学
の
前
身
の
東
京

帝
国
大
学
で
、
創
立
は
一
八
七
七

年
で
す
。
そ
の
後
、
帝
国
大
学
や

官
立
・
公
立
・
私
立
の
大
学
が

順
次
誕
生
し
て
、
太
平
洋
戦
争

終
結
時
に
は
、
合
計
四
十
八
の

大
学
（
国
立
十
八
校
、
公
立
二

校
、
私
立
二
十
八
校
）
が
存
在

し
て
い
ま
し
た
（
た
だ
し
、
外

地
を
除
く
）。
戦
後
そ
の
数
は
増

え
て
、
一
九
五
二
年
ま
で
に
さ

ら
に
一
五
八
の
新
た
な
大
学
が

出
現
し
ま
し
た
。
本
学
は
さ
し

ず
め
二
〇
七
番
目
に
生
ま
れ
た

大
学
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

北
海
学
園
大
学
は
正
式
に
は

一
九
五
二
年
に
産
声
を
上
げ
ま

し
た
。
し
か
し
短
期
大
学
は
二

年
前
の
一
九
五
〇
年
に
設
立
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
卒

業
生
が
四
年
制
大
学
の
誕
生
と

と
も
に
三
年
生
に
編
入
学
し
た

の
で
、
一
九
五
四
年
に
は
第
一
回

の
卒
業
式
を
挙
行
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
事
実
に
鑑
み
て
、
現

在
で
は
一
九
五
〇
年
を
も
っ
て

本
学
の
創
基
元
年
と
し
て
い
る

わ
け
で
す
。
本
年
は
そ
こ
か
ら

数
え
て
七
十
年
目
に
あ
た
り
ま

す
。
本
学
の
設
立
を
一
九
五
〇

年
と
見
な
せ
ば
、
そ
れ
以
前
に

存
在
し
て
い
た
大
学
は
、
合
計

一
八
八
校
で
す
の
で
、
そ
の
観

点
か
ら
は
本
学
は
一
八
九
番
目

に
誕
生
し
た
大
学
で
あ
る
と
い

う
見
方
も
可
能
で
す
。
北
海
道

最
古
の
私
立
大
学
と
は
い
え
、

こ
れ
で
は
老
舗
大
学
と
は
呼
べ

ま
せ
ん
ね
。

　

し
か
し
別
の
角
度
か
ら
考
察

す
る
と
、
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く

違
っ
た
景
色
が
見
え
て
き
ま
す
。

先
ほ
ど
日
本
で
一
番
古
い
大
学

は
東
京
帝
国
大
学
だ
と
申
し
ま

し
た
が
、
実
は
北
海
道
大
学
の

前
身
で
あ
る
札
幌
農
学
校
は
そ

の
前
年
の
一
八
七
六
年
に
、
日

本
初
の
学
士
授
与
機
関
と
し
て

　

本
学
は
今
年
度
、
北
海
短
期
大
学
設
置
か
ら
数
え
て
七
十
年
を
迎
え

た
。
安
酸
学
長
か
ら
七
十
年
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
創
基
百
年
へ
の

展
望
を
聞
い
た
。

学 

長　

安や
す
か
た酸 
敏と

し
ま
さ眞

逞
し
く
生
き
る
若
者
の
育
成
を
目
指
し
て

相
対
論
と
宇
宙
の
事
典

安
東
正
樹
・
白
水
徹
也 

編
集
幹
事
／
前
田
秀
基（
工
学
部
教
授
）他
共
著

定
価
（
本
体 

一
〇
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

重
力
波
の
観
測
を
受
け
、
さ
ら
な
る
発
展
と
応
用
が
期
待

さ
れ
る
相
対
論
。
そ
の
理
論
と
実
験
・
観
測
の
両
面
か

ら
重
要
項
目
約
１
０
０
を
取
り
上
げ
た
事
典
。
専
門
外

で
も
わ
か
り
や
す
く
、
歴
史
的
な
ト
ピ
ッ
ク
等
も
紹
介
。

朝倉書店

土
に
贖あ

が
な

う
河
﨑
秋
子（
経
済
学
部
平
成
13
年
度
卒
・
49
期
生
）著

定
価
（
本
体 

一
、六
五
〇
円
＋
税
）

北
海
道
を
舞
台
に
描
か
れ
た
短
編
小
説
７
編
。
可
能
性
だ

け
に
か
け
、
挑
ん
だ
男
た
ち
を
峻
烈
に
描
破
す
る
。
第

39
回
新
田
次
郎
文
学
賞
受
賞
。第
33
回「
三
島
由
紀
夫
賞
」

の
候
補
に
も
な
っ
て
い
る
話
題
作
。

集英社

北
海
道
の
業
界
地
図

北
海
学
園
大
学
経
営
学
部
佐
藤
大
輔
ゼ
ミ
×
北
海
道
新
聞
社 

編
著

定
価
（
本
体 

一
、五
〇
〇
円
＋
税
）

北
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一学舎

さまざまな国の事例から言語政
策における民族誌学的アプロー
チによる研究をまとめた論集。言
語とアイデンティティ、言語イデオ
ロギー、教育における言語的多様
性、言語の活性化などを論じる。

Agency in 
Language Policy 
and Planning:

Critical Inquiries
Jeremie Bouchard

（人文学部准教授）, 
Gregory Paul Glasgow 編著

定
価　
＄
１
１
５

Routledge

５つの国の事例から言語政策と計
画における７つの研究を取り上げ
る論集。言語ポリシーと計画、言
語と教育、批判的な社会言語学、
応用言語学などを論じる。

Researching 
Agency in 
Language Policy 
and Planning
Jeremie Bouchard

（人文学部准教授）, 
Gregory Paul Glasgow 編著

定
価　
＄
１
２
０

Routledge

◆写真提供
・北海学園大学卒業アルバム
・北海学園大学同窓会
・北海学園大学各部局
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北の大地に刻んだ70年の歴史
北海学園大学創立70周年

設立当時の北海英語学校

北海短期大学開学当時の校舎

体育館・図書館完成（1968・昭和43年）

北海中学校（1908・明治41年）

北海短期大学土木科開設当時の校舎

1969（昭和44）年の山鼻キャンパス

北海学園大学豊平キャンパス正門前

明　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

治

北海英語学校 � ⃝
18年（1885）札幌区南2条西1丁目に北海英語学校設立（認可）。校長・大津和多理、校主・

小平元労氏。開校式（3.15）、生徒140余名、英語学科
20年（1887）北4条西1丁目旧巡査合宿所に移転、寄宿舎を置く。道庁理事官・浅羽靖、

校長に就任、校主兼務
21年（1888）漢学科設置。寄宿舎（北4条西1丁目）を置く
22年（1889）校舎落成（北4条西1丁目）、札幌農学校志願者のために受験予備科（撰科）

設置
23年（1890）数学科設置
26年（1893）商業夜学科開設
27年（1894）南大通西4丁目の旧町会所に校舎移転。校舎新築（同所）
28年（1895）校舎移転開校式、高等専修科設置
34年（1901）道庁認可の3年制中学部を設置、入学式挙行（5.16）、4学級159名入学。

この日をもって「開校記念日」とする。校長・浅羽靖、教頭・戸津高知
35年（1902）中学校校舎増築（南5条東2丁目・旧豊水小学校）
37年（1904）浅羽靖校長、衆議院議員選挙に当選。中学校に補修科を設置

私立北海中学校 � ⃝
38年（1905）私立北海中学校（5年制）認可
39年（1906）第1回卒業式（卒業生14名）、制服・制帽制定。豊平の現在地に3万1400

坪の校地購入
40年（1907）北海英語学校夜学部校舎、札幌大火の類焼により全焼（南大通西4丁目）
41年（1908）豊平校舎起工、完成。教室2棟、雨天体操場470坪
42年（1909）豊平校舎落成式
44年（1911）皇太子殿下行啓。北駕文庫設立

大
正

財団法人私立北海中学校 � ⃝
  3年（1914）財団法人私立北海中学認可。校長・浅羽靖逝去（10.22）
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  4年（1915）校長・戸津高知就任
  5年（1916）北駕文庫増築（石造2階）、同文庫閲覧室（記念館）木造平屋竣工

財団法人北海中学校 � ⃝
  9年（1920）財団法人北海中学校認可。北海中学校に加え札幌商業学校認可・設置（校

長・戸津高知就任）
12年（1923）理事長・浅羽一郎就任。札幌商業学校第1回卒業式、独立校舎及び雨天

体操場竣工
13年（1924）理事長・橋本左五郎就任
15年（1926）浅羽靖胸像除幕式
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財団法人苗邨学園 � ⃝
  8年（1933）財団法人苗邨学園と改称
13年（1938）理事長・戸津高知就任
14年（1939）行啓記念碑除幕式
16年（1941）清田に学校林造成地取得（現・清田総合運動場）
19年（1944）札幌商業学校募集停止、札幌豊陵工業学校設置認可
20年（1945）札幌商業学校募集再開認可
23年（1948）理事長・佐藤吉蔵就任。北海高等学校（併置中学校）、札幌商業高等学校・

札幌豊陵工業高等学校（併置中学校）設置認可。両高等学校校長・金巻
賢字就任。（昭和30年）札幌豊陵工業高等学校・併置中学校廃止

財団法人北海学園 � ⃝
24年（1949）既設経営校、北海高等学校（併置中学校）、札幌商業高等学校・札幌豊

陵工業高等学校（併置中学校）に加え、［各種学校］札幌北海学院を開
設、学院長・山内繁雄就任。（経済学部・経済学科、商業学科。法文学部・
法政学科、英文学科。工学部・殖産工学科、土建工学科）札幌北海学院
開学式（8.6）。（昭和25年）北海短期大学創設（設置）にともない、札
幌北海学院の学生募集停止（廃止）

■学校法人北海学園　年譜（抄）
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財団法人北海学園 � ⃝
25年（1950）北海短期大学設立認可

（第一部経済科・第二
部経済科）

3.14 北海短期大学初代学長、上原轍三郎就任、4.1 
北駕文庫を基礎に「北海学園図書館」付置、4.28 
北海短期大学第1回入学式（一部経済科125名・
二部経済科211名）、9.27 北海短期大学開学式、
11.1 学生新聞「北海学園短期大学」創刊

学校法人北海学園 � ⃝
26年（1951）法令改正により財団法

人から学校法人北海学
園に改称

27年（1952）北海学園大学（4年制）
経済学部一部経済学科
開設
北海短期大学経済科第
一部募集停止

3.5 初代学長・上原轍三郎就任（北海短期大学長）、
3.31 北海短期大学第1回卒業式（一部経済科89
名・二部経済科145名）、4.21 北海学園大学第1
回入学式（一部259名）、10.13 北海学園大学校
旗制定「入魂式」、10.18 北海学園大学開学式

28年（1953）北海短期大学経済科第
一部廃止
経済学部二部経済学科
開設

9.1 経済学部紀要「経済論集」創刊、不詳 「学生
歌」制定（作詞・吉本直之、作曲・横沢寛）、10. 
第1回十月祭（大学祭）、10.16 図書館棟完成（現・
学芸員養成課程実習棟）

29年（1954） 3.7 北海学園大学第1回卒業式（一部66名）、4.1 
北海短期大学経済科第二部　中・高教職免許状
取得課程認可、4.1 経済学部一・二部　中・高教
職免許状取得課程認可、5.1 学生寮「誠之寮」開
設（豊平3条西13丁目）

30年（1955） 1.17 大学校舎・第1号館竣工、6.2 第1回・一部
対東北学院大学総合定期戦開催（札幌）

31年（1956） 5.1 学長・上原轍三郎、理事長就任、6.5 学術研
究会紀要「学園論集」創刊（教養部）

32年（1957） 4.1 開発研究所開設
33年（1958） 5.1 「学歌」制定（作詞・三森定男、作曲・大築邦雄）
34年（1959） 8.1 札幌岳「冷水小屋」「中山小屋」管理運営開始、

6.29 第1回・文化協議会「地方公演」、7.13 第1回・
司書講習会開催（文部省委嘱）受講生156名

37年（1962）北海短期大学土木科一
部、二部開設（南26条
西11丁目）

2. 小体育館竣工（旧武道館）、9. 学生寮「誠之寮」
山鼻校地内（南26条西11丁目）に移転

38年（1963） 11. 大学校舎・第2号館竣工、4. 在外研修制度発
足

39年（1964）法学部一部法律学科、
二部法律学科開設

4.1 機構改革（経済学部・法学部・教養部、短期
大学部）、全学教授会、大学協議会を設置

40年（1965）北海短期大学を北海学
園大学短期大学部に改
称

3.31 開発研究所紀要「開発論集」創刊、4.1 法
学部一・二部　中・高教職免許状取得課程認可、
11. 大学校舎・第3号館竣工

41年（1966）経済学部一部経営学
科、二部経営学科開設
短期大学部経済科第二
部募集停止

3.30 法学部紀要「法学研究」創刊、4.1 経済学
部一・二部経営学科　中・高教職免許状取得課程
認可

43年（1968）工学部土木工学科、建
築 学 科 開 設（ 南26条
西11丁目）、短期大学
部経済科第二部廃止、
短期大学部土木科第一
部・第二部募集停止

6.1 理事長・学長上原轍三郎、名誉学園長に就任、
6.1 第2代目学長・高倉新一郎就任、7.15 「北海
学園大学学報」創刊、7.31 大学校舎・体育館竣工、
11.12 大学校舎・附属図書館竣工（現・研修施設
棟1）、11.12 「就職資料室」開設

44年（1969）短期大学部土木科第一
部・第二部廃止

4.30 小体育館竣工（旧武道館）、9. 大学工学部
校舎・第1号竣工

45年（1970）大学院経済学研究科経
済政策専攻修士課程開
設

4.1 経済学研究科　中・高教職専修免許状取得課
程認可、経済学部経済学科・経営学科一・二部、
法学部一・二部に図書館学課程（司書・司書教諭）
資格取得課程開設

47年（1972） 2.20 工学部紀要「工学部研究報告」創刊、10. 
第1回「工学祭」

48年（1973） 4.13 学生寮「珠匣寮」開設（東区栄町455）、6.30 
厚生施設・北海学園学園会館竣工

51年（1976） 11.6 第1回「キャンパス緑化・散策路記念植樹」、5. 
第1回「学生懸賞論文創作コンテスト」募集・応募
作15編、5. 第1回「教養部スポーツ大会」開始

54年（1979） 5.10 図書館「図書館だより」創刊、不詳 大学校舎・
工学部材料実験棟竣工、11.8 大学校舎・第4号館
竣工（研究室棟）

55年（1980） 7.3 第3代目学長・大和哲夫就任
56年（1981） 3.21 第2代目学長高倉新一郎、名誉学長に就任、

4.1 工学部土木・建築学科 図書館学課程（司書）
資格取得課程開設、4.1 教養部「カナダ研究コース」
開設

57年（1982） 4.1 外国人研修「第1次研究員」着任（中国・内
蒙古自治区政府派遣）、6.30 大学校舎・第2体育館

（部室棟）竣工、8. 第1回・二部対東北学院大学
総合定期戦開催（札幌）

58年（1983） 2.10 入学試験・東京会場開設、3.31 「課題と評価」
創刊、12.8 大学校舎・文化系部室棟竣工、12.25 
大学校舎・工学部実験実習棟竣工

59年（1984） 7.3 第4代目学長・田中修就任
60年（1985） 4.1「教育用コンピュータ実習室」開設、9.28 学校

法人北海学園創基百周年記念式典（大学創立35
周年）

61年（1986）大学院法学研究科法律
学専攻修士課程開設

2.25 北海学園大学創立35年小史刊行、4.1 法学
研究科　高教職専修免許状取得課程認可、5.31 
清田校地（総合運動施設）造成完了、8. レスブリッ
ジ大学との学生交換事業開設、第1回本学学生派
遣

62年（1987）工学部電子情報工学科
開設

2.25 新図書館「図書館・研究資料棟」竣工、3.20 
大学校舎・工学部第2号館竣工、4.1 法学部一部「指
定校推薦制度」開設、10.2 学生歌「北の都」制
定（作詞・吉沢史祝、作曲・彩木雅夫）

63年（1988） 3.15 大学校舎・第5号館竣工
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元年（1989） 4.1 経済学部二部・社会人特別入試制度導入、4.1 
電子情報工学科　図書館学課程（司書・司書教諭）
資格取得課程開設

3年（1991）大学院工学研究科建設
工学専攻・電子情報工
学専攻修士課程開設

4.1 大学院経済学研究科・法学研究科修士課程　
中教職専修免許状取得課程認可

4年（1992）大学院法学研究科法律
学専攻博士（後期）課
程開設

4.25 第5代目学長・坂上孝幸就任

5年（1993）人文学部一・二部日本
文化学科、一・二部英
米文化学科開設

3.26 放送大学と単位互換に関する協定締結、11.30 
人文学部紀要「人文論集」創刊

6年（1994） 4.1 工学部土木工学科・建築学科・電子情報工学
科　中・高教職免許状取得課程認可、人文学部一・
二部日本文化学科・英米文化学科　中・高教職免
許状取得課程認可、人文学部一・二部日本文化学
科・英米文化学科　図書館学課程（司書・司書教
諭）資格取得課程開設、大学院工学研究科建設
工学・電子情報工学専攻修士課程　中・高教職専
修免許状取得課程認可、4.10 人文学部「人文フォー
ラム」創刊、10.14 地下鉄「東豊線」開通

7年（1995）大学院経済学研究科経
済政策専攻博士（後期）
課程、大学院工学研究
科建設工学専攻・電子
情報工学専攻博士（後
期）課程開設

5.31 地下鉄関連校舎（大学院・研究所棟）竣工
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8年（1996） 4.26 第6代目学長・柴田義人就任、11.25 第7代
目学長・熊本信夫就任

10年（1998） 4.1 教育改革により「教養部」廃止、11.20 大学
校舎・工学部課外活動・厚生施設棟竣工

11年（1999）法学部一部政治学科、
二部政治学科開設
法学部一部法律学科編
入学（第3年次）開設
法学部一部政治学科編
入学（第3年次）平成
13年度開設
大学院文学研究科日本
文化専攻修士課程開設

2.20 大学校舎・ハイテクリサーチ・学術フロンティ
ア・工学研究所棟竣工、3.31 「北海学園大学学報」
再刊

12年（2000）大学院経営学研究科経
営学専攻修士課程開設

1.15 大学入試センター試験導入、法学部一部、人
文学部一部及び工学部、4.1 全学部一部・二部全
学科に日本語教員養成課程単位取得課程開設、大
学院経営学研究科経営学専攻修士課程に高等学
校教諭専修免許状取得課程開設、4.3 北海道大学
大学院経済学研究科と本学大学院経営学研究科と
の間で単位互換協定締結、4. インターンシップ制度
導入、11.18 北海学園大学創立50周年記念祝賀
会挙行、『北海学園大学創立50周年記念　記念資
料』刊行

13年（2001）大学院文学研究科日本
文化専攻博士（後期）
課程開設

8.24 大学院法学研究科と東北学院大学大学院法
学研究科との間で単位互換協定締結

14年（2002）北海学園大学大学院経
営学研究科経営学専攻
博士（後期）課程開設

3.1 大学院経済学研究科と札幌大学大学院経済学
研究科、北星学園大学院との間で単位互換協定締
結

15年（2003）経済学部一部・二部地
域経済学科開設、経営
学部一部・二部経営学
科、一部経営情報学科
開設、大学院法学研究
科政治学専攻修士課程
開設、大学院文学研究
科英米文化専攻修士課
程開設

4.1 北海学園大学工学部ハイテク・リサーチセンター
整備事業（視角・画像・音声・言語情報処理の高
度化と知的計測制御技術への応用）開始、2008（平
成20）年3月まで、8. 『Passages』（経営学部報）
創刊

16年（2004） 1.20 二部経済学部・経営学部・人文学部と東北
学院大学夜間主コースとの間で単位互換協定締結、
6.12 仙台にて対東北学院大学定期戦第50回記念
大会開催（～ 14日）、6. 第1回高大連携授業実施、
7.26 夏季休業前の1学期定期試験実施、工学部は
23日から、10.23 同窓会（豊平会）創立50周年記
念式典挙行

17年（2005）北海学園大学大学院法
学研究科政治学専攻博
士（後期）課程、文学
研究科英米文化専攻博
士（後期）課程開設、
大学院法務研究科法務
専攻専門学位課程（法
科大学院）開設、工学
部土木工学科を社会環
境工学科に名称変更

2.11 法学部で学部統一入試実施（～ 12日）、4.1 
朝倉利光第8代学長就任

18年（2006） 4.1 共通教育・研究センターを教務センターに改組、8. 
法務研究科棟竣工、豊平6条6丁目

19年（2007） 2.9 入学試験旭川会場、帯広会場を開設（～ 12日）、
4.1 工学部社会環境学科に社会環境コースと環境
情報コース、電子情報工学科に人間情報コースと電
子情報コース開設

20年（2008） 4.1 工学部ハイテク・リサーチセンター整備事業（電
磁・光センシングを主体とする生体関連情報の先進
的計測・処理技術の開発と応用）開始、2013（平
成25）年3月まで、9.30 初の9月期卒業証書・学
位記授与式挙行、10.11 同窓会主催第1回ホームカ
ミングデー実施、第2回目以降は大学と同窓会の共
催

21年（2009） 6.21 帯広会場での保護者懇談会開催、次いで、旭
川会場（7月5日）、函館会場（7月12日）

22年（2010） 9. CALL教室開設、10.1 ポータルサイト・学生総合
支援システムG-PLUS!開設

23年（2011） 3.15 大学院法学研究科と北海道大学大学院工学
院との間で単位互換協定書締結、4.1 木村和範第
9代学長就任、4.1 共通教育カリキュラムから一般教
育カリキュラムに変更

24年（2012）工学部生命工学科開設 2.9 経済学部で学部統一入試実施（～ 10日）、4.1 
就職部からキャリア支援センターに名称変更、6. 

『ヒューマン』（人文学部新学部報）創刊
25年（2013） 4.15 工学部生命工学科の開設に伴い3号館を2階

建てから5階建てに増築、7.26 「実験生物に感謝す
る日」第1回式典挙行、8.22 学校法人北海学園と
北海道との間で包括連携協定締結、12.19 教育振
興会から初の奨学金給付、奨学金C（留学生対象）
4名

26年（2014） 4.1 地域連携推進機構発足、10.25 同窓会（豊平
会）創立60周年記念式典挙行

27年（2015） 1.28 経済学研究科と北海商科大学大学院商学研
究科との間で単位互換協定締結、3.6 経済学研究
科と北海道大学大学院農学院との間で単位互換協
定締結、7.7 同窓会による初の奨学金給付

28年（2016）北海学園大学大学院工
学研究科電子情報工学
専攻修士課程が電子情
報生命工学専攻修士課
程に改組転換

3. 2015（平成27）年度私立大学等改革総合支
援事業により、アクティブ・ラーニング施設等を整備

29年（2017） 2.9 入学試験盛岡会場開設（～ 12日）、青森会場
廃止、3.30 経営学部と株式会社AIRDOとの間で教
育連携協定締結、4.1 安酸敏眞第10代学長就任、
4.1 大学院法務研究科募集停止、11.9 人文学部と
北海商科大学商学部との間で単位互換協定締結

30年（2018）北海学園大学大学院工
学研究科電子情報工学
専攻博士（後期）課程
を電子情報生命工学専
攻博士（後期）課程に
改組転換

令　
　
　
　
　
　
　
　

和

元年（2019） 3.1 北海学園大学禁煙宣言、7月1日よりキャンパス
内全面禁煙、3.27 北海学園大学と法政大学との間
で単位互換学生交流に関する協定締結、3. 校舎8
号館竣工、鉄筋コンクリート4階建、延面積4,721m2、
4.1 北海学園大学出版会発足、6.18 北海学園大学
と北広島市との間で包括連携協定締結、7.9 北海
学園大学と沼田町との間で包括連携協定締結、7. 
開発研究所・地域連携推進機構『News Letter』
創刊、12.18 北海学園大学と釧路町との間で包括
連携協定締結

2年（2020） 1.30 法学部と北海道大学法科大学院との間の法
曹養成プログラム認定、2.26 3月20日開催予定の
2019（令和元）年度卒業証書・学位記授与式の
中止を発表、COVID-19（新型コロナウイルス感染
症）拡大防止のため、3.9 同じ理由により4月2日開
催予定の2020（令和2）年度入学式の中止を発表

■北海短期大学・北海学園大学

◆写真提供
・北海学園大学卒業アルバム
・北海学園大学同窓会
・北海学園大学各部局



2020年（令和2年）9月1日 第123号（3）

経済学部教授  水
みず

野
の

谷
や

 武
たけ

志
し

生活時間ミクロ統計データを
利用した日本のワークライフ
バランスの実態解明

北海学園学術研究助成事業報告 ⑭

研究
課題

　

本
研
究
で
は
、
総
務
省
統
計

局
が
５
年
に
１
度
実
施
す
る
「
社

会
生
活
基
本
調
査
」
の
ミ
ク
ロ

統
計
デ
ー
タ
を
申
請
・
入
手
し
、

日
本
に
お
け
る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
の
実
態
解
明
を
課
題

と
し
た
。

　

研
究
計
画
で
は
、
雇
用
形
態
別

の
生
活
時
間
配
分
を
み
る
と
と

も
に
、
希
望
す
る
就
業
時
間
と

実
際
の
生
活
時
間
配
分
の
関
係

に
つ
い
て
探
究
し
、
利
用
可
能

な
国
外
の
デ
ー
タ
を
探
し
、
国

際
比
較
も
試
み
る
予
定
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
ミ
ク
ロ
統
計
デ
ー

タ
申
請
か
ら
使
用
許
可
が
下
り

る
ま
で
に
か
な
り
の
時
間
を
要

し
て
し
ま
い
、
集
計
分
析
に
あ
て

る
時
間
が
短
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
こ
で
、
テ
ー
マ
を
絞
り
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
中

で
も
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
、

有
償
労
働
（
仕
事
や
通
勤
等
）

と
無
償
労
働
（
家
事
や
育
児
等
）

を
合
わ
せ
た
「
全
労
働
時
間
」
と

い
う
概
念
に
注
目
し
、
こ
れ
を

男
女
平
等
の
視
点
か
ら
検
討
す

る
こ
と
に
し
た
。
具
体
的
に
は
、

男
女
格
差
が
顕
著
に
表
れ
る
子

育
て
期
の
夫
と
妻
の
「
全
労
働

時
間
」
の
同
時
分
布
を
集
計
し
、

「
全
労
働
時
間
」
お
よ
び
そ
の
他

の
活
動
時
間
に
お
け
る
男
女
平

等
の
状
況
を
考
察
す
る
こ
と
に

し
た
。

　

使
用
許
可
デ
ー
タ
の
中
で
最

新
の
２
０
１
１
年
調
査
の
「
社

会
生
活
基
本
調
査
」
デ
ー
タ
を

使
い
、
末
子
が
６
歳
未
満
の
夫

妻
の
平
日
１
日
の
生
活
時
間
を

分
析
対
象
に
し
た
。

　

分
析
の
結
果
、
末
子
が
６
歳

未
満
の
夫
妻
全
体
の
う
ち
、
①

夫
妻
と
も
「
全
労
働
時
間
」
が

12
時
間
を
超
え
て
い
る
夫
妻
は

12
％
、
②
妻
の
「
全
労
働
時
間
」

だ
け
が
12
時
間
を
超
え
て
い
る

夫
妻
は
15
％
、
③
夫
の
「
全
労

働
時
間
」
だ
け
が
12
時
間
を
超

え
て
い
る
夫
妻
は
28
％
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
、
末
子
が
６
歳
未
満

の
夫
妻
の
過
半
数
（
①
～
③
の

合
計
）
で
、
夫
お
よ
び
／
も
し

く
は
妻
の
「
全
労
働
時
間
」
が

12
時
間
を
超
え
て
い
る
と
い
う
、

日
本
の
長
時
間
労
働
問
題
が
改

め
て
確
認
さ
れ
た
。
１
日
12
時

間
と
い
う
数
字
は
、
仮
に
週
５

日
続
け
る
と
週
60
時
間
に
な
り
、

こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
過
労
死
ラ
イ

ン
」
に
相
当
す
る
状
況
で
あ
る
。

「
全
労
働
時
間
」
の
中
身
を
み
る

と
、
特
に
夫
の
有
償
労
働
時
間

の
長
さ
が
目
立
つ
。
上
記
③
の

夫
の
有
償
労
働
時
間
の
平
均
は

13
時
間
を
超
え
て
い
た
。
そ
の

一
方
で
、
妻
は
有
償
及
び
無
償

労
働
を
二
重
に
負
担
し
て
い
る
。

上
記
②
の
妻
の
「
全
労
働
時
間
」

の
平
均
も
13
時
間
を
超
え
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
子
育
て
期
の

夫
妻
は
長
時
間
労
働
に
よ
っ
て

非
常
に
余
裕
の
な
い
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
、
い
わ
ば
時
間

貧
困
の
状
態
に
あ
る
と
い
う
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

今
後
は
国
際
比
較
を
試
み
な

が
ら
、
日
本
の
時
間
貧
困
の
状

況
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。か

。
北
海
道
の
よ
う
な
積
雪
寒
冷

地
に
特
有
の
凍
害
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
氷
点
下
を
含
む
範
囲
の

温
度
変
化
に
繰
り
返
し
さ
ら
さ
れ

る
こ
と
で
、
強
度
が
低
下
す
る
劣

化
現
象
で
す
。
私
た
ち
の
身
の
周

り
に
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物

に
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
力
学
的

な
弱
点
を
補
う
た
め
に
鉄
筋
が
特

　

昭
和
36
年
に
創
設
さ
れ
た
吉

田
賞
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
お
よ
び

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
Ｒ
Ｃ
）
な

ら
び
に
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
優
秀

な
業
績
、
論
文
、
工
事
等
に
対
し

て
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。
以
下

で
は
、
標
題
の
論
文
の
内
容
を
、

「
異い

方ほ
う

性せ
い

」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
で

き
る
だ
け
平
易
に
示
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

異
方
性
と
は
、
平
た
く
言
え

ば
、「
こ
っ
ち
向
き
に
押
し
た
ら

強
い
が
、
そ
っ
ち
向
き
に
押
し
た

ら
弱
い
」
と
い
う
よ
う
な
性
質
の

こ
と
で
す
。
木
材
の
加
工
の
し
や

す
さ
が
繊
維
の
方
向
に
よ
っ
て
違

う
よ
う
な
例
が
身
近
で
し
ょ
う

定
の
方
向
性
を
も
っ
て
埋
め

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
鉄

筋
の
存
在
に
よ
っ
て
、
凍
害

に
よ
る
強
度
低
下
に
も
異
方

性
が
生
じ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
、
そ
れ
を
加
味
で
き
る

力
学
モ
デ
ル
を
作
り
上
げ
た

こ
と
が
、
論
文
の
主
な
成
果

で
す
。

　

上
記
の
図
に
示
さ
れ
た
部

材
を
梁は

り

と
呼
び
ま
す
。
こ
の

図
は
、
梁
の
上
部
か
ら
の

劣
化
範
囲
を
３
水
準
に
設
定

し
、
各
劣
化
範
囲
で
壊
れ
方

の
違
い
を
示
し
た
も
の
で
す

（
図
１
）。
異
方
性
を
考
慮
し

た
モ
デ
ル
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
こ
の
よ
う
に
従
来
で
は
再
現

で
き
な
か
っ
た
壊
れ
方
の
変
化
を

予
測
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
（
図
２
）。
こ
の
成
果
は
実

験
室
レ
ベ
ル
の
挙
動
に
対
し
て
で

す
が
、
現
在
は
実
構
造
物
を
対
象

に
で
き
る
よ
う
研
究
を
進
め
て
お

り
、
実
際
に
道
内
の
橋
の
調
査
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
よ
っ
て
経
済
的
困
窮

に
陥
っ
た
学
生
へ
の
支
援
金
と

し
て
、
本
学
卒
業
生
が
在
職
す

る
企
業
よ
り
寄
付
金
が
受
領
さ

れ
た
。◆　

　

◆　
　

◆

•
６
月
25
日
、
岩
倉
建
設
株
式

会
社 

鈴
木
泰
至
代
表
取
締
役
社

長
よ
り
、
１
０
０
万
円
が
賜
ら

れ
た
。
安
酸
学
長
か
ら
「
今
回

の
ご
寄
付
を
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
く
」
と
の
謝
辞
が
伝

え
ら
れ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

役
社
長
か
ら
本
学
工
学
部
に

１
０
０
万
円
が
贈
ら
れ
た
。
本

学
の
社
会
環
境
工
学
科
と
建
築

学
科
の
卒
業
生
が
在
職
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
両
学
科
生
の
修

学
支
援
金
と
し
て
使
わ
れ
る
。

•
６
月
26
日
、
株
式
会
社
管

野
組 

管
野
浩
太
郎
代
表
取
締

•
７
月
10
日
、
北
海
道
河
川

財
団 

岡
部
和
憲
理
事
長
よ
り
、

１
０
０
万
円
が
賜
れ
た
。
岡
部

理
事
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
優
秀

な
学
生
を
輩
出
し
て
ほ
し
い
」
と

伝
え
た
。

１
９
７
１
年
生
ま
れ
。
２
０
０
３
年
法
政
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究

科
経
済
学
専
攻
博
士
課
程
修
了
。
同
年
北
海
学
園
大
学
経
済
学
部
講

師
を
経
て
、
現
在
に
至
る
。
専
門
は
経
済
統
計
。
主
な
研
究
業
績
は
、

『
雇
用
労
働
者
の
労
働
時
間
と
生
活
時
間
：
国
際
比
較
統
計
と
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
視
角
か
ら
』（
御
茶
の
水
書
房
、
２
０
０
５
年
）、「
乳
幼
児
を

持
つ
夫
妻
の
『
拡
大
育
児
時
間
』
の
推
計
」『
統
計
学
』
第
１
１
２
号

（
２
０
１
７
年
）
な
ど
。

「
全
労
働
時
間
」に
お
け
る

男
女
平
等
の
状
況
を
考
察

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
流
行
で
、我
々

大
学
に
関
わ
る
者
も

大
き
な
行
動
変
容
を

迫
ら
れ
て
い
る
が
、

政
治
家
も
例
外
で
は

な
い
。
一
般
に
、
危

機
が
発
生
す
る
と
、

対
策
の
前
面
に
立
つ
政
治
家
の

露
出
が
増
え
、
人
び
と
が
そ
の

言
動
を
厳
し
く
評
価
す
る
よ
う

に
な
る
。

　

そ
の
な
か
で
、
北
海
道
の
鈴

木
直
道
、
東
京
の
小
池
百
合
子
、

大
阪
の
吉
村
洋
文
の
各
知
事
は
、

評
価
を
上
げ
た
政
治
家
た
ち
で

あ
ろ
う
。
他
方
、
安
倍
晋
三
首

相
な
ど
、
評
判
を
下
げ
た
政
治

家
も
い
る
。
一
体
、
こ
の
違
い

は
ど
こ
か
ら
生
じ
た
の
だ
ろ
う

か
。

　

月
並
み
だ
が
、
最
も
大
き
い

の
は
、
自
分
の
言
葉
で
語
り
か

け
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。
相
手
は
未
知
の
感
染

症
、
患
者
の
発
生
状
況
も
刻
々
と

代
わ
り
、
矢
継
ぎ
早
の
判
断
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
そ

ん
な
と
き
、
ス
ピ
ー
チ
ラ
イ
タ
ー

の
き
れ
い
な
原
稿
を
読
む
だ
け

で
は
、
瞬
時
の
判
断
が
で
き
る

政
治
家
な
の
か
、
疑
問
符
が
つ

け
ら
れ
て
し
ま
う
。
政
治
家
が

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
介
さ
ず
、
直

接
語
り
か
け
ら
れ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

も
、
演
出
感
満
点
の
動
画
を
投

稿
す
れ
ば
、
余
裕
な
ど
な
い
は

ず
の
状
況
で
余
裕
を
感
じ
さ
せ
、

人
び
と
の
危
機
感
を
共
有
し
て

い
な
い
政
治
家
と
い
う
印
象
を

与
え
る
。

　

そ
も
そ
も
、
政
治
家
が
自
分

の
言
葉
で
語
る
の
に
は
、
リ
ス

ク
が
伴
う
。
判
断
材
料
が
十
分

に
手
元
に
な
い
現
在
進
行
形
の

危
機
の
場
合
、
発
言
の
一
貫
性

が
損
な
わ
れ
て
批
判
さ
れ
る
こ

と
も
往
々
に
し
て
起
こ
る
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
、
人
び
と
が
不

安
を
感
じ
て
い
る
と
き
に
、
自

ら
の
リ
ス
ク
を
恐
れ
て
消
極
的

な
発
信
に
終
始
し
て
し
ま
う
よ

う
な
リ
ー
ダ
ー
は
、
自
己
中
心

的
と
み
な
さ
れ
、
信
頼
に
は
値

し
な
い
と
受
け
取
ら
れ
る
。

　

そ
の
点
、
リ
ス
ク
を
正
面
か

ら
受
け
止
め
、
自
身
が
前
面
に

立
っ
て
逃
げ
ず
に
対
応
し
て
い

る
と
い
う
姿
を
見
せ
る
と
、
そ

の
中
身
は
ど
う
あ
れ
、
姿
勢
に

評
価
が
集
ま
る
。
こ
れ
が
、
道

知
事
を
含
む
一
部
の
政
治
家
が

支
持
を
集
め
た
理
由
だ
ろ
う
。

　

だ
が
、
姿
勢
だ
け
で
引
っ
張

れ
る
時
期
は
そ
う
長
く
は
な
い
。

危
機
が
日
常
化
し
つ
つ
あ
る
い

ま
、
政
治
家
も
緊
急
モ
ー
ド
か

ら
、
行
政
機
関
や
外
部
の
専
門

家
を
巻
き
込
み
つ
つ
、
個
人
で

は
な
く
組
織
で
対
応
す
る
モ
ー

ド
に
切
り
替
え
る
必
要
が
あ
る
。

初
期
対
応
で
得
た
信
頼
と
い
う

「
財
産
」
こ
そ
あ
る
が
、

財
源
と
権
限
が
増
え
た

わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ

は
か
な
り
困
難
な
作
業

に
な
る
。

　

国
が
十
分
な
信
頼
を
調
達
で

き
ず
に
い
る
な
か
、
人
び
と
の

地
方
の
政
治
家
へ
の
期
待
は
ま

す
ま
す
大
き
く
な
る
。
大
き
な

期
待
と
乏
し
い
リ
ソ
ー
ス
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
、
コ
ロ
ナ
は
容
赦

な
く
突
い
て
く
る
。
つ
く
づ
く
、

コ
ロ
ナ
は
厄
介
で
あ
る
。

トピックストピックス
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コ
ロ
ナ
禍
と
政
治
家

学
生
支
援
寄
付
金
の

受
領 

法
学
部
教
授山

や
ま
も
と本 

健け
ん

太た

郎ろ
う

同窓会による奨学生認定証授与同窓会による奨学生認定証授与同窓会による奨学生認定証授与
北海学園大学同窓会（豊平会）

教育振興資金による奨学金授与教育振興資金による奨学金授与教育振興資金による奨学金授与
教育振興会

　同窓会（豊平会）は優秀な学業成績をあげたことが認められた学生19
人を第１種奨学生として認定しました。

学部／学科 学年 氏名

経済学部／経済学科 2年 原田　和弥

経済学部／経済学科 2年 西村　勇輝

経済学部／地域経済学科 3年 伊嶋　柚稀

経済学部／地域経済学科 2年 佐々木　凛

経営学部／経営学科 3年 一戸　亮汰

経営学部／経営学科 2年 首藤　夏葵

経営学部／経営情報学科 3年 斎藤　志帆

法学部／法律学科 4年 矢田　実久

法学部／法律学科 4年 栗田　恵太

法学部／政治学科 4年 磯山　貴一

学部／学科 学年 氏名

法学部／政治学科 3年 石神　貴騎

人文学部／日本文化学科 4年 松橋　　碧

人文学部／日本文化学科 4年 八巻　　栞

人文学部／英米文化学科 4年 越前　　梨

人文学部／英米文化学科 4年 齊藤　しほ

工学部／社会環境工学科 2年 小林　航大

工学部／建築学科 2年 紅谷　　優

工学部／電子情報工学科 3年 本吉　和希

工学部／生命工学科 3年 平田　大賀

北海学園大学同窓会第1種奨学金給付学生

　教育振興会は奨学金B（「学業成績が特に優れている学生への奨学金」）
を 9 人の学生に給付しました。教育振興会の趣旨に賛同する多くの方々
からのご芳志により、今年も１人あたり30万円を給付することができま
した。

奨学金B給付学生
学部／学科 学年 氏名

経済学部／経済学科 4年 福島　杏実

経済学部／地域経済学科 4年 近江谷圭汰

経営学部／経営学科 4年 菊地はるな

経営学部／経営学科 4年 大石菜々子

法学部／法律学科 4年 田村　香歩

学部／学科 学年 氏名

法学部／政治学科 4年 三浦　夢叶

人文学部／日本文化学科 4年 夛田　あみ

人文学部／日本文化学科 4年 大久保一馬

工学部／生命工学科 4年 古澤　惇平

工学部 金澤健講師が土木学会吉田賞（論文部門）受賞

凍結融解作用によるRCはりの損傷と
損傷後の静的破壊挙動の解析的評価

工
学
部
講
師 金か

な
ざ
わ澤　

健た
け
る

図 1 図 2

安酸学長と岩倉建設株式会社
鈴木泰至代表取締役社長

株式会社管野組 管野浩太郎代表
取締役社長から魚住純工学部長
へ目録の贈呈が行われた

安酸学長と北海道河川財団
岡部和憲理事長
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私
は
一
年
間
の
在
外
研
修
を

お
許
し
い
た
だ
き
、
令
和
元
年

九
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
、
ス

ペ
イ
ン
王
国
バ
レ
ン
シ
ア
大
学

法
学
部
に
て
国
有
地
法
研
究
に

従
事
し
ま
し
た
。
研
修
に
際
し

て
は
、
学
校
法
人
北
海
学
園
、

　

19
世
紀
ド
イ
ツ
の
ユ
ダ
ヤ
教

な
ら
び
に
ユ
ダ
ヤ
人
の
思
想
を

研
究
す
る
た
め
に
、
２
０
１
９

年
９
月
か
ら
１
年
間
の
予
定
で
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
ヘ
ブ
ラ
イ
・

ユ
ダ
ヤ
学
科
に
客
員
研
究
員
と

し
て
滞
在
し
ま
し
た
。

　

ユ
ダ
ヤ
研
究
の
拠
点
と
し

て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
想
像
以

ン
グ
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
学
び
を
経
験
で

き
た
こ
と
も
、
今
回
の
研
修
の

大
き
な
収
穫
の
一
つ
と
な
り
ま

し
た
。

　

一
年
間
の
在
外
研
修
の
う
ち
、

前
半
半
年
は
バ
レ
ン
シ
ア
大
学
、

後
半
半
年
は
米
国
コ
ロ
ラ
ド
大

学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
滞
在
予
定

で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
拡
大
に
伴
い
北
海

学
園
大
学
よ
り
帰
国
勧
奨
を
受

け
、
残
念
な
が
ら
志
な
か
ば
に

し
て
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

い
つ
の
日
か
、
コ
ロ
ラ
ド
大
学

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で
研
修
を
再
開

で
き
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

６
月
半
ば
に
帰
国
し
ま

し
た
が
、
そ
の
頃
は
コ
ロ

ナ
禍
に
く
わ
え
て
、
白
人

警
察
官
に
よ
る
黒
人
男
性

の
殺
害
を
き
っ
か
け
と
し

た
、
人
種
差
別
に
対
す
る

抗
議
デ
モ
が
か
な
り
大
き

く
な
っ
て
ま
し
た
。
あ
る
日
、

ハ
ド
ソ
ン
川
に
通
じ
る
小
道
を

通
る
と
、
大
き
な
木
に
「
殺
し

合
い
は
や
め
よ
う
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
掲
げ
ら
れ
て
ま
し
た
。

　

ク
オ
モ
州
知
事
の
「
も
う
少

し
だ
け
親
切
に
な
っ
て
」、
小
道

で
見
か
け
た
「
殺
し
合
い
は
や
め

よ
う
」
―
―
ど
ち
ら
も
シ
ン
プ

ル
で
す
が
、
重
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ユ
ダ

ヤ
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
は
大
変
有
意
義
で
し
た

が
、
同
時
に
コ
ロ
ナ
禍
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
住
ん
だ
こ
と
も
ま
た
、

無
事
に
帰
国
で
き
た
今
と
な
れ

ば
貴
重
な
経
験
だ
っ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

お
よ
び
北
海
学
園
大
学
の
学
生
・

教
職
員
の
皆
様
よ
り
多
大
な
る

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

バ

レ

ン

シ

ア

大

学

（Universitat de València

）は
、

一
四
九
九
年
創
立
の
公
立
総
合

大
学
で
す
。
五
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス

に
医
学
・
薬
学
・
工
学
・
歴
史
学
・

心
理
学
・
経
済
学
・
法
学
な
ど

二
十
以
上
の
学
部
が
置
か
れ
、

約
五
万
五
千
人
の
学
生
が
学
ん

で
い
ま
す
。
図
書
館
が
十
七
も

あ
り
、
そ
の
多
く

は
二
四
時
間
開
館

し
て
い
ま
す
。
課

外
活
動
も
盛
ん
で
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
テ
ニ
ス
、
サ
ッ

カ
ー
な
ど
は
勿
論
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
、

律
問
題
を
テ
ー
マ
と
す

る
国
際
学
会
・
研
究
会
・

勉
強
会
等
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は

多
く
の
学
生
・
教
職
員
・

地
域
住
民
が
時
を
忘
れ

て
議
論
に
没
頭
し
、
理

論
と
実
践
の
ト
レ
ー
ニ

上
に
研
究
し
や
す
い
環
境
だ
っ

た
こ
と
は
嬉
し
い
驚
き
で
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
ヒ
ト
ラ
ー
の

ド
イ
ツ
か
ら
逃
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人

思
想
家
た
ち
が
住
ん
だ
街
で
あ

り
、
ユ
ダ
ヤ
研
究
に
お
い
て
世

界
的
に
有
名
な
組
織
が
い
く
つ

も
あ
る
場
所
で
す
。
ま
た
、
観

光
地
と
し
て
も
有
名
な
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
の
な
か
に

はDorot Jewish Division

と
呼

ば
れ
る
、
優
れ
た
ユ
ダ
ヤ
研
究

の
部
門
が
あ
り
ま
す
。
タ
イ
ム

ズ
ス
ク
エ
ア
で
地
下
鉄
を
降
り
、

ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
・
パ
ー
ク
で
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
み
、
図
書
館
で
文
献

剣
道
、
柔
道
、
空
手
部
も
あ
り
ま

す
。
欧
州
に
は
世
界
最
大
の
大

学
間
交
換
留
学
制
度ERASMUS

が
あ
り
、
六
百
万
人
以
上
の
学
生

が
、
欧
州
三
七
か
国
の
五
千
以

上
の
大
学
へ
、
三
～
十
二
か
月

間
、
学
費
免
除
で
留
学
し
て
い

ま
す
が
、
近
年
、
希
望
す
る
留

学
先
の
第
一
位
に
バ
レ
ン
シ
ア

ポ
リ
テ
ク
ニ
カ
大
学
（
バ
レ
ン

シ
ア
大
学
の
真
向
か
い
に
位
置
）

が
、
第
二
位
に
バ
レ
ン
シ
ア
大

学
が
選
ば
れ
た
こ
と
か
ら
、
キ
ャ

ン
パ
ス
は
、
欧
米
は
も
と
よ
り
、

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
を
含
む
世

界
各
国
か
ら
の
留
学
生
で
賑
わ

い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

バ
レ
ン
シ
ア
大
学
法
学
部
は
、

六
千
人
の

学
生
を
擁

す
る
大
き

な
学
部

を
読
む
。

単
調
に
思

え
る
か
も

し
れ
ま
せ

ん
が
、
こ
の
よ
う
な
研
究
生
活

を
送
る
こ
と
は
な
か
な
か
で
き

な
い
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
３
月
を
境
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
大
き
な
変
化

が
起
き
ま
し
た
。
ご
存
知
の
通

り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
者
と
死
者
の

数
で
世
界
中
の
注
目
を
浴
び
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
ク
オ

モ
州
知
事
は
会
見
で
困
難
な
状

況
だ
が
「
も
う
少
し
だ
け
親
切

で
す
。
行
政
法
専
門
コ
ー
ス
が

あ
り
、
行
政
法
専
任
教
員
だ
け

で
も
十
五
名
以
上
お
り
ま
す
の

で
、
行
政
法
研
究
者
に
と
っ
て

は
願
っ
て
も
な
い
理
想
的
な
研

究
環
境
で
す
。
幸
い
私
は
、
ス

ペ
イ
ン
を
代
表
す
る
法
学
者
、

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ド
メ
ネ
ク
・
パ

ス
ク
ア
ル
（Gabriel Doménech 

Pascual

）
教
授
に
ご
指
導
を
い

た
だ
き
、
国
有
地
法
を
深
く
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
お
法
学

部
で
は
、
法
理
論
の
修
得
の
み

な
ら
ず
、
そ
れ
を
実
社
会
で
具

体
的
に
実
践
で
き
て
こ
そ
学
び

の
意
義
が
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、

毎
週
の
よ
う
に
、
現
代
的
な
法

に
な
っ
て
」、
こ
の
危
機
を
乗
り

切
ろ
う
と
市
民
に
語
り
か
け
ま

し
た
。
ア
ジ
ア
人
差
別
の
ニ
ュ
ー

ス
が
出
て
い
た
時
期
だ
っ
た
の

で
、
彼
の
「
も
う
少
し
だ
け
親

切
に
な
っ
て
」
と
い
う
言
葉
に

励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
働

い
て
い
る
人
た
ち
に
感
謝
す
る

た
め
に
、
午
後
７
時
に
窓
か
ら

拍
手
を
し
た
り
、
口
笛
や
楽
器

を
鳴
ら
す
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
、

３
月
27
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
時
期
は
１
日
中
、
救
急
車

の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
て
い
る
状

況
だ
っ
た
の
で
、
多
く
の
人
々

に
と
っ
て
安
心
で
き
る
時
間
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
席

巻
し
、
世
界
の
先
端
バ
イ
オ
企

業
・
ア
カ
デ
ミ
ア
が
ワ
ク
チ
ン

開
発
に
と
り
組
む
。
目
を
引
く

の
は
ワ
ク
チ
ン
本
体
が
遺
伝
情

報
型
の
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば

Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
の
場
合
、
ウ

イ
ル
ス
の
ゲ
ノ
ム
情
報
を
合
成

機
に
入
力
す
る
と
Ｒ
Ｎ
Ａ
が
作

ら
れ
、
こ
れ
を
投
与
す
る
。
Ｒ

Ｎ
Ａ
に
書
き
込
ま
れ
た
情
報

（
タ
ン
パ
ク
質
の
設
計
図
）
は

ヒ
ト
の
細
胞
の
中
で
解
読
、
ワ

ク
チ
ン
分
子
が
そ
こ
で
作
ら

れ
、
免
疫
が
は
た
ら
く
と
い

う
仕
組
み
だ
。
今
年
の
１
月

末
に
ゲ
ノ
ム
情
報
が
公
開
さ

れ
、
半
年
足
ら
ず
で
大
規
模

ヒ
ト
試
験
開
始
を
発
表
す
る

企
業
も
現

れ
た
。
期

待
は
募
る

が
、
ワ
ク

チ
ン
が
完

成
し
て
も

楽
観
は
で
き

な
い
。
ま
ず
は

安
全
性
。
特
に
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク

チ
ン
の
実
用
化
は
例
が
な
く
、

健
康
な
人
に
投
与
す
る
こ
と

を
考
え
る
と
徹
底
的
に
調
べ

る
必
要
が
あ
る
。
有
害
事
象

に
対
す
る
適
切
な
説
明
と
正

し
い
理
解
が
な
け
れ
ば
、
副

作
用
を
理
由
に
接
種
が
回
避

さ
れ
た
り
、
行
政
は
薬
害
訴

訟
を
恐
れ
て
接
種
制
度
化
に
踏

み
切
れ
な
い
、
な
ど
が
予
想
さ

れ
る
。
そ
う
な
れ
ば
集
団
免
疫

が
成
立
せ
ず
収
束
は
期
待
で
き

な
い
。
も
う
ひ
と
つ
は
ウ
イ
ル

ス
の
変
異
だ
。
免
疫
が
標
的
と

す
る
作
用
点
に
変
異
が
起
こ
れ

ば
人
類
の
叡
智
が
生
ん
だ
ワ
ク

チ
ン
は
た
だ
の
粉
末
と
化
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス

の
変
異
が
人
類
に
と
っ
て
極
め

て
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
た
。
最
近
の
生
物

学
研
究
で
、
ヒ
ト
の
遺
伝
情
報

の
約
10
％
が
ウ
イ
ル
ス
由
来

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ

た
の
だ
。
す
な
わ
ち
、
ウ
イ
ル

し
て
き
た
。
だ
が
、
ヒ
ト
と
い

う
「
知
的
な
」
種
（
生
態
系
の

ひ
と
つ
の
要
素
に
す
ぎ
な
い
）

が
産
業
革
命
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

手
に
し
て
以
来
、
80
億
近
く

ま
で
急
増
殖
。こ
の
間
、エ
ネ
ル

ギ
ー
需
要
の
急
伸
に
伴
う
採
掘

可
能
化
石
燃
料
の
枯

渇
、
二
酸
化
炭
素
排

出
、
気
温
上
昇
に
伴
う

異
常
気
象
等
、
か
つ
て

な
い
環
境
・
生
態
系
の

激
変
が
も
た
ら
さ
れ

た
。い
ま
、
ウ
イ
ル
ス
と
い
う

適
応
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
起
動
、
ヒ

ト
と
い
う
種
の
次
の
進
化
に
向

け
た
選
別
が
始
ま
っ
た
と
言
っ

た
ら
、
皆
さ
ん
は
ど
う
思
う
だ

ろ
う
か
。
ウ
イ
ル
ス
の
気
ま
ぐ

れ
に
見
え
る「
変
異
」に
人
類
の

「
叡
智
」で
あ
る
ワ
ク
チ
ン
は

ど
こ
ま
で
通
用
す
る
だ
ろ
う

か
。

ス
の
変
異
と
感
染
が
人
類
の
進

化
、
さ
ら
に
は
地
球
上
の
生
命

の
多
様
性
構
築
に
関
わ
っ
て
き

た
こ
と
を
意
味
す
る
。
生
態
系

は
、
す
べ
て
の
構
成
要
素
が
互

い
に
影
響
し
合
い
な
が
ら
創
造

さ
れ
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
全

工
学
部
教
授小こ

山や
ま  

芳よ
し

一か
ず

　

６
月
24
日
、
学
長
応
接
室

に
お
い
て
北
海
道
国
際
交
流
・

協
力
総
合
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
、

北
海
道
出
身
海
外
移
住
者
子
弟

留
学
生
受
入
事
業
の
留
学
生
、

中
野
ガ
ブ
リ
エ
ル
寿
則
さ
ん
が

安
酸
学
長
に
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
シ
ス
テ
ム

開
発
お
よ
び
分
析
を
履
修
。
本

学
で
は
、
来
年
３
月
ま
で
工
学

部
電
子
情
報
工
学
科
の
菊
地
慶

仁
教
授
の
指
導
の
も
と
、
日
本

の
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
と
そ
の
応
用
を

学
ぶ
。

ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
留
学
生

中
野
さ
ん
学
長
訪
問前列左から、安酸学長、工学部研究生・中野ガブリエル寿則さん

スペイン／バレンシア大学

法学部教授  鈴
すず

木
き

　光
ひかる

（専門：行政法、環境法）

アメリカ／ニューヨーク大学

人文学部教授  佐
さ

藤
とう

 貴
たか

史
し

（専門：思想史）

バ
レ
ン
シ
ア
に
学
ぶ

コ
ロ
ナ
禍
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

バレンシア大学法学部

クリスマスらしくなっている
ニューヨーク公共図書館のラ
イオン像

コロナ禍のなかで働いている人た
ちに対する子どもからのメッセージ

ニューヨーク公共図書館の
Dorot Jewish Division

７階まで吹き抜けの図書館

　

突
然
で
す
が
、
み
な
さ
ん

は
「
か
ご
バ
ッ
グ
」
を
お
持

ち
で
す
か
？
軽
や
か
で
涼
し

げ
な
印
象
を
与
え
る
か
ご

バ
ッ
グ
は
、
日
本
女
性
の
春

夏
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
欠
か
せ

な
い
ア
イ
テ
ム
で
し
ょ
う
。

実
は
、
そ
の
一
部
は
遠
く
離

れ
た
ア
フ
リ
カ
の
農
村
か
ら

来
て
い
ま
す
。

　

本
書
が
と
り
あ
げ
る
の

は
、
代
表
的
な
ア
フ
リ
カ
産

か
ご
バ
ッ
グ

の
ひ
と
つ
で

あ
る
、
ガ
ー
ナ

共
和
国
ボ
ル
ガ
タ
ン
ガ
地
方

の
「
ボ
ル
ガ
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
」

で
す
。
ボ
ル
ガ
・
バ
ス
ケ
ッ

ト
は
、
も
と
は
地
酒
を
造
る

際
に
使
う
濾
し
器
で
し
た

が
、
１
９
５
０
年
代
に
手
工

芸
品
に
改
変
さ
れ
て
以
降
、

同
地
が
誇
る
随
一
の
輸
出
商

品
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ア
フ
リ
カ
の
農
村
地
域
の

多
く
は
、
天
然
資
源
や
カ
カ

オ
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
一
次

産
品
を
除
け
ば
、
国
際
市
場

に
継
続
的
に
輸
出
で
き
る
商

品
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
く

わ
え
て
、
ボ
ル
ガ
タ
ン
ガ
地

方
は
ガ
ー
ナ
の
な
か
で
も
最

も
ア
ク
セ
ス
の
悪
い
地
域
で

す
。

　

本
書
の
問
い
は
、
ガ
ー
ナ

の
最
果
て
に
あ
る
小
さ
な
農

村
地
域
が
、
ど
の
よ
う
に
し

て
世
界
に
ひ
ろ
く
流
通
す
る

か
ご
バ
ッ
グ
の
産
地
に
な
っ

て
い
っ
た
の
か
、
と
い
う
単

純
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に

は
、
開
発
政
策
や
市
場
の
変

化
、
現
地
の
生
態
環
境
と
物

質
文
化
、
か
ご
づ
く
り
の
技

術
、
編
み
手
の
生
活
、
取
引

の
方
法
や
商
人
の
活
動
と

い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素

と
そ
の
絡
み
合
い
を
ひ
と
つ

ず
つ
理
解
す
る
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。

　

と
く
に
こ
だ
わ
っ
た
の

は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
つ
く

り
、
売
る
た
め
の
ロ
ー
カ
ル

な
し
く
み
と
、
そ
の
背
景
に

あ
る
「
地
域
の
論
理
」
を
わ

か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
で

す
。
日
本
と
の
違
い
に
驚
か

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

「
ア
フ
リ
カ
的
」
な
産
業
発

展
の
方
法
に
学
ぶ
べ
き
こ
と

は
多
く
あ
り
ま
す
。

　

本
書
は
ま
た
、
新
米

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
の
筆

者
が
魅
了
さ

れ
た
、
ボ
ル
ガ

タ
ン
ガ
の
人

び
と
と
暮
ら
し
の
記
録
で
も

あ
り
ま
す
。
難
し
い
こ
と
は

さ
て
お
き
、
日
本
で
購
入
で

き
る
ア
フ
リ
カ
の
か
ご
バ
ッ

グ
が
、
ど
の
よ
う
な
環
境
で

ど
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い

る
の
か
、
ち
ょ
っ
と
調
べ
て

み
ま
せ
ん
か
？
ボ
ル
ガ
・
バ

ス
ケ
ッ
ト
と
本
書
を
き
っ
か

け
に
、
遠
く
離
れ
た
ア
フ
リ

カ
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
望
外
の
喜
び
で
す
。

「
ア
フ
リ
カ
的
発
展
」の
可
能
性
を
示
す
事
例
研
究

　『かごバッグの村
　　　ーガーナの地場産業と
　　　　　　世界とのつながり』
         昭和堂 2020 年

を

牛久 晴香
経済学部講師

 うし  く      はる  か

自著自著
語る 22

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

叡
智
vs.
気
ま
ぐ
れ

コロナウイルス（米国疾病対策センター）
スパイク（赤）がワクチンとして使われる。
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６
月
26
日
（
金
）
の
人
文
学

部
専
門
講
義
「
ア
メ
リ
カ
史
特

論
」（
担
当
・
大
森
一
輝
）
の
中
で
、

「
人
種
、
ア
メ
リ
カ
、
そ
し

て
あ
な
た
―
２
０
２
０
年 

社
会
的
正
義
へ
の
ア
メ
リ

カ
の
抗
議
」
と
題
す
る
特

別
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

在
札
幌
米
国
総
領
事
館

の
協
力
を
得
て
、
大
阪
に

滞
在
中
の
外
交
官
ハ
ー

ビ
ー
・
ビ
ー
ズ
リ
ー
さ
ん

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
お
招
き

し
、Black Lives Matter 

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

教
室
に
は
20
名
ほ
ど
の

学
生
が
集
ま
り
、
ラ
イ
ブ

配
信
で
さ
ら
に
20
名
ほ
ど
が
参

加
し
ま
し
た
（
残
り
の
受
講
生

は
、
学
内
限
定
で
公
開
し
た
録

画
を
視
聴
し
ま
し
た
）。

　

こ
の
授
業
で
は
、
１
９
５
０

～
６
０
年
代
の
ア
メ
リ
カ
に
お

け
る
公
民
権
運
動
と
、
そ
の
後

の
人
種
関
係
の
変
化
に
つ

い
て
学
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
れ
と
密
接
に
関
わ
る
現

在
進
行
中
の
事
態
に
、
学

生
の
関
心
も
高
く
、
多
く

の
質
問
が
出
て
時
間
が
足

り
な
く
な
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

ビ
ー
ズ
リ
ー
さ
ん
が
強

調
さ
れ
た
、
単
に
「
人
種

差
別
を
し
な
い
」
の
で
は

な
く
、
自
ら
が
「
人
種
差

別
を
な
く
す
た
め
の
力
に

な
る
」
こ
と
の
重
要
性
を
、

参
加
者
は
感
じ
て
く
れ
た

と
思
い
ま
す
。

　

現
在
は
過
去
の
積
み
重

ね
の
上
に
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
未
来
は
現
在
の
積
み
重

ね
の
上
に
で
き
ま
す
。
社
会
問

題
に
対
し
て
即
効
性
の
あ
る
解

決
策
を
提
示
す
る
こ
と
は
、
人

文
学
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
歴
史
的
存
在
と
し
て
の
「
わ

れ
わ
れ
」
に
つ
い
て
省
察
し
、

「
わ
れ
わ
れ
」
に
は
何
が
で
き
る

の
か
、
何
を
す
べ
き
な
の
か
を
、

粘
り
強
く
、
幅
広
く
考
え
る
こ

と
は
で
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
今
後
も
、
世

界
の
動
向
に
目
を
向
け
、
現
場

と
学
問
を
つ
な
ぐ
試
み
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

人
文
学
部 

特
別
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会

で
し
た
。
し
か
し
、
メ
ン
バ
ー
全

員
が
４
年
生
で
あ
る
私
た
ち
に

と
っ
て
、
今
回
の
ハ
モ
ネ
プ
が
ラ

ス
ト
チ
ャ
ン
ス
か
も
し
れ
な
い
、

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
挑
戦
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
出
場

が
決
ま
っ
た
際
に
は
、
メ
ン
バ
ー

全
員
で
喜
び
、
収
録
ま
で
練
習

を
重
ね
る
日
々
が
続
き
ま

し
た
が
、
初
心
に
帰
っ
て
、

楽
し
ん
で
臨
む
こ
と
が
出

来
た
と
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
東
京
で
の
収

録
参
加
が
叶
わ
ず
、
リ
モ
ー

ト
収
録
と
い
う
異
例
の
形

で
の
出
演
に
は
な
り
ま
し

た
が
、
放
送
を
見
て
下
さ
っ

た
多
く
の
方
々
か
ら
「
良

か
っ
た
よ
！
」
と
称
賛
の

声
を
頂
き
、
と
て
も
嬉
し

く
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

私
自
身
、
ハ
モ
ネ
プ
を
き
っ

ス
に
関
わ
る
金
融
知
識
の
勉

強
。
日
々
た
く
さ
ん
の
知
識
を

吸
収
す
る
こ
と
が
成
長
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

中
道
リ
ー
ス
に
は
簿
記
や

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
な
ど
の
資
格
を
積
極
的

に
取
得
で
き
る
仕
組
み
が
あ

り
、「
私
は
運
行
管
理
者
の

資
格
を
取
得
し
、
物
流
業
界

の
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。」

　

大
学
時
代
を
振
り
返
る

と
、
飲
食
店
で
の
ア
ル
バ
イ

ト
に
時
間
を
つ
ぎ
込
ん
で
い

た
と
笑
う
。「
昔
か
ら
人
と

話
す
の
が
好
き
で
、
特
に
聞

く
の
が
好
き
で
し
た
。
接
客

を
通
し
て
社
会
で
必
要
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り

方
を
学
び
ま
し
た
ね
。」

　

入
社
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、
実

際
に
営
業
に
同
行
。
社
会
で
働

く
こ
と
を
身
を
持
っ
て
経
験
し

　

私
た
ち
は
、
２
月
末
の
サ
ー

ク
ル
単
独
ラ
イ
ブ
と
イ
ベ
ン
ト

出
演
を
終
え
て
か
ら
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
で
サ
ー

ク
ル
活
動
が
出
来
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
や
、
各
々
の
就

職
活
動
な
ど
も
あ
り
、
久
し
く

ア
カ
ペ
ラ
を
し
て
い
な
い
状
況

陳
列
棚
、
パ
チ
ン
コ
台
な
ど

動
産
一
般
が
リ
ー
ス
の
対
象

と
な
る
。
渡
部
さ
ん
は
車
両

建
機
部
隊
と
し
て
、
大
型
ト

ラ
ッ
ク
や
除
雪
で
使
う
タ
イ

ヤ
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
な
ど
を
担

当
、「
実
際
に
自
分
が
契
約

し
た
も
の
が
現
場
で
動
い
て

い
た
り
、
街
中
を
走
っ
て
い

る
の
を
目
に
す
る
と
喜
び
が

あ
り
ま
す
ね
。」

　

リ
ー
ス
の
営
業
と
い
っ

て
も
商
品
を
た
だ
売
る
だ

け
で
は
な
い
。

　
「
商
品
を
売
る
た
め
に
は
人

間
性
が
大
切
で
す
」
と
語
る
。

お
客
様
の
業
界
ニ
ュ
ー
ス
や
ト

ピ
ッ
ク
ス
の
情
報
収
集
。
リ
ー

　
「
私
が
こ
の
会
社
に
入
社
し

た
の
は
、
北
海
学
園
大
学
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
中
道
リ
ー

ス
に
行
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

な
ん
で
す
。」

　

渡
部
さ
ん
は
入
社
４
年
目
の

営
業
マ
ン
。
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

（
販
売
会
社
）
と
お
客
様
と
の

間
に
入
り
リ
ー
ス
を
は
じ
め
、

様
々
な
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
提
案

営
業
を
行
っ
て
い
る
。
そ
も
そ

も
「
リ
ー
ス
」
と
は
お
客
様
の

代
わ
り
に
設
備
を
購
入
し
、
貸

し
出
し
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
の
こ

と
。
た
と
え
ば
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
や
エ
コ
ー
な
ど
の
医
療
機

器
、
オ
フ
ィ
ス
に
あ
る
パ
ソ
コ

ン
や
通
信
機
器
、
ス
ー
パ
ー
の

か
け
に
ア
カ
ペ
ラ
を
知
っ
た
よ

う
に
、
今
ま
で
ア
カ
ペ
ラ
を
知

ら
な
か
っ
た
と
い
う
方
や
、
聴

い
た
こ
と
が
無
か
っ
た
方
に
も
、

ア
カ
ペ
ラ
の
魅
力
を
、
演
奏
を
通

じ
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
ら
嬉
し

い
で
す
。
ラ
ス
ト
イ
ヤ
ー
に
こ
の

よ
う
な
貴
重
な
経
験
が
出
来
た

こ
と
も
、
１
年
生
の
時
か
ら
一
緒

に
頑
張
っ
て
き
た
メ
ン
バ
ー
や
、

サ
ー
ク
ル
活
動
に
携
わ
っ
て
下

さ
っ
た
全
て
の
方
々
の
お
か
げ

で
す
。
応
援
し
て
下
さ
っ
た
皆

様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
だ
、
以
前
の
よ

う
に
集
ま
っ
て
サ
ー
ク
ル
活
動

を
再
開
し
て
い
く
の
は
厳
し
い

状
況
に
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
残
り
の
大
学
生
活
の

ど
こ
か
で
、
再
び
歌
え
る
機
会

が
あ
る
と
い
い
な
、
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
来
年
度
創

設
10
年
目
を
迎
え
る
我
々
ア
カ

ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
Ｌ
ａ
ｐ
ｉ
ｓ
を
、

今
後
も
応
援
し
て
頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
！

た
。

　
「
当
時
、
同
行
し
た
先
輩
は

入
社
し
て
か
ら
も
大
き
な
存
在

で
す
。
困
っ
た
時
は
相
談
も
し

ま
す
し
、
営
業
に
必
要
な
情
報

交
換
も
し
ま
す
。」

　

大
学
４
年
生
の
時
に
は
、
後

輩
た
ち
に
就
職
活
動
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
す
る
ミ
ナ
ト
コ
ム
ジ
ュ

ニ
ア
に
参
加
。
中
道
リ
ー
ス
で

は
新
卒
採
用
活
動
を
若
手
社
員

が
中
心
に
な
っ
て
行
う
の
だ

が
、
そ
の
時
の
経
験
が
生
き
て

い
る
と
話
す
。

　
「
就
職
活
動
に
は
人
そ
れ
ぞ

れ
の
状
況
や
考
え
方
が
あ
り
ま

す
。
ミ
ナ
ト
コ
ム
ジ
ュ
ニ
ア
で

た
く
さ
ん
の
人
の
話
を
聞
け
た

こ
と
は
新
卒
採
用
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
就
職
活
動
で

大
切
な
こ
と
は
実
際
に
自
分
の

目
で
見
て
判
断
す
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
働
い
て
い
る
自
分

を
想
像
で
き
る
会
社
を
選
ぶ
の

が
い
い
の
か
な
。」

人種、アメリカ、そしてあなた
２０２０年 社会的正義へのアメリカの抗議

オンライン講演会をするハービー・ビーズリー氏と真剣に聞き
入る学生たち

　

北
海
道
文
化
放
送
（
ｕ
ｈ

ｂ
）
の
報
道
記
者
と
し
て
活
動

後
、
12
年
間
は
専
業
主
婦
に
。

４
年
前
か
ら
再
び
ｕ
ｈ
ｂ
で
活

躍
し
て
い
る
山
口
英
里
子
さ
ん

を
、
前
号
登
場
の
大
森
由
美
子

さ
ん
が
紹
介
し
て
く
れ
た
。

　
「
20
年
以
上
前
、
経
済
学
部

の
女
子
学
生
は
約
２
割
。
目
指

す
業
界
は
違
っ
て
も
、
社
会

に
出
る
こ
と
に
前
の
め
り
だ
っ

た
大
森
さ
ん
と
私
は
似
た
者
同

士
で
気
が
合
い
、
励
ま
し
あ
っ

て
い
た
ん
で
す
」
と
笑
顔
で
話

す
。

◆　
　

◆　
　

◆

　
「
将
来
は
テ
レ
ビ
局
の
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
に
な
る
」。
入
学
前

か
ら
夢
が
明
確
だ
っ
た
山
口
さ

ん
は
、
在
学
中
か
ら
北
海
道
内

の
テ
レ
ビ
局
で
ア
ル
バ
イ
ト
。

２
年
次
に
は
「
ミ
ス
さ
っ
ぽ

ろ
」
と
し
て
、
年
間
１
０
０
日

を
費
や
し
て
国
内
外
を
巡
り
、

件
や
裁
判
の
報
道
に
必
要

な
法
律
の
知
識
不
足
を
痛

感
。
必
死
で
勉
強
し
な
が

ら
の
レ
ポ
ー
ト
で
し
た
。

警
察
取
材
は
肉
体
的
に
も

精
神
的
に
も
厳
し
い
仕
事

で
し
た
が
、
日
々
の
現
場

が
面
白
く
、
テ
レ
ビ
の
仕

事
に
の
め
り
込
み
ま
し

た
」。

　

平
行
し
て
自
信
を
つ
け

て
い
っ
た
山
口
さ
ん
は
入

社
３
年
目
の
１
９
９
９

年
９
月
に
「
ｕ
ｈ
ｂ
ス
ー

パ
ー
ニ
ュ
ー
ス
」
の
キ
ャ

ス
タ
ー
に
抜
擢
さ
れ
た
。

そ
の
２
年
後
、
視
聴
者
を

釘
付
け
に
す
る
報
道
で
注

目
さ
れ
る
。

◆　
　

◆　
　

◆

　

２
０
０
１
年
９
月
11

日
、
休
暇
で
Ｎ
Ｙ
に
い
た
山
口

さ
ん
は
ビ
ル
か
ら
煙
が
上
が
っ

て
い
る
の
を
現
場
か
ら
数
キ
ロ

の
場
所
で
目
撃
す
る
。
同
時
多

発
テ
ロ
だ
っ
た
。
フ
ジ
テ
レ
ビ

の
Ｎ
Ｙ
支
局
に
連
絡
す
る
と
、

「
い
い
と
こ
ろ
に
来
た
」。
以

前
、
有
珠
山
の
噴
火
を
共
に
取

材
し
た
記
者
が
支
局
長
に
な
っ

て
い
た
。
す
ぐ
に
カ
メ
ラ
マ
ン

と
２
人
で
取
材
を
開
始
。
リ
ア

ル
な
現
場
レ
ポ
ー
ト
は
日
本
中

に
放
送
さ
れ
、
そ
の
仕
事
ぶ

り
が
評
価
さ
れ
た
山
口
さ
ん

は
「
フ
ジ
テ
レ
ビ
報
道
社
長

札
幌
を
Ｐ
Ｒ
。
モ
デ
ル
と
し
て

も
活
動
し
た
。
３
年
次
に
は
テ

レ
ビ
リ
ポ
ー
タ
ー
、
４
年
次
に

は
お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
に
抜
擢

さ
れ
た
。

　
「
当
時
は
、
平
日
は
毎
朝
２

時
半
に
局
入
り
し
て
５
時
半
か

ら
生
放
送
に
出
演
。
終
了
後

は
、
９
時
半
か
ら
大
学
で
受

講
。
多
忙
で
し
た
が
、
大
学
時

代
に
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
や

ろ
う
！
と
貪
欲
で
し
た
ね
」
と

振
り
返
る
。

　

沢
木
耕
太
郎
さ
ん
の
紀
行
小

説
『
深
夜
特
急
』
に
影
響
を
受

け
て
、
３
年
次
の
夏
休
み
に
は

青
春
18
き
っ
ぷ
と
ヒ
ッ

チ
ハ
イ
ク
で
友
人
と
全
国

を
巡
っ
た
。「
若
者
な
ら

で
は
の
旅
で
し
た
。
大
学

生
の
皆
さ
ん
に
も
、ぜ
ひ
、

今
し
か
で
き
な
い
こ
と
に

挑
戦
し
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
か
け
る
。

◆　
　

◆　
　

◆

　
「
在
学
中
か
ら
テ
レ
ビ

に
出
演
し
続
け
た
こ
と

で
局
ア
ナ
へ
の
思
い
は
満

た
さ
れ
た
た
め
」、
卒
業

後
は
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
列
の

北
海
道
文
化
放
送
（
ｕ
ｈ

ｂ
）
に
報
道
記
者
と
し
て

入
社
。
２
年
間
は
北
海
道

警
察
を
担
当
し
た
。

　
「
刑
事
さ
ん
に
オ
フ
レ

コ
で
話
を
聞
く
た
め
に
夜

討
ち
朝
駆
け
を
し
、
遭
難

現
場
で
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

上
空
か
ら
取
材
。
一
方
で
、
事

賞
」
を
受
賞
。
同
局
の
夕
方
の

ニ
ュ
ー
ス
を
担
当
し
て
い
た
安

藤
優
子
キ
ャ
ス
タ
ー
の
不
在
時

に
は
代
理
に
抜
擢
さ
れ
た
。

　

実
は
山
口
さ
ん
は
フ
ジ
テ
レ

ビ
の
入
社
試
験
を
受
け
、
最
後

の
最
後
で
採
用
を
見
送
ら
れ
た

苦
い
思
い
出
が
あ
る
。「
予
想

外
の
展
開
で
し
た
が
、
雪
辱
が

晴
ら
せ
ま
し
た
」
と
笑
っ
た
。

　

２
０
０
４
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
記

者
と
結
婚
。
同
年
10
月
に
妊

娠
を
公
表
し
て
退
職
し
た
。「
皆

に
勿
体
な
い
と
反
対
さ
れ
ま
し

た
。
で
も
、
仕
事
し
か
し
て
こ

な
か
っ
た
私
に
、
仕
事
に
も
家

事
、
育
児
に
も
１
０
０
％
は
無

理
。
そ
う
考
え
て
決
断
し
ま
し

た
」。

　

以
来
12
年
間
は
「
ほ
ぼ
専

業
主
婦
」
と
し
て
暮
ら
し
た
。

◆　
　

◆　
　

◆

　

二
人
の
子
ど
も
が
11
歳
と

８
歳
に
な
っ
た
４
年
前
に
会
社

を
設
立
し
、
ｕ
ｈ
ｂ
の
報
道
番

組
に
携
わ
っ
て
い
る
。
現
在
は

ｕ
ｈ
ｂ
が
運
営
す
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
メ

デ
ィ
ア
『
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｕ
』
の

編
集
長
と
し
て
、
大
学
生
か
ら

プ
ロ
ま
で
を
含
む
多
数
の
ラ
イ

タ
ー
を
束
ね
、
北
海
道
の
情
報

を
精
力
的
に
発
信
し
て
い
る
。

　

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し

て
、
教
育
と
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ

シ
ー
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
活

動
に
も
意
欲
を
燃
や
す
。「
情

報
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
発
信
の
舞
台
裏

や
、
情
報
の
賢
い
読
み
解
き
方

を
お
伝
え
す
る
こ
と
も
、
私
の

大
事
な
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
」。

［
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
］
札
幌
市
生
ま
れ
。
北

海
学
園
大
学
経
済
学
部
在
学
中
に
「
ミ
ス

さ
っ
ぽ
ろ
」
や
テ
レ
ビ
の
お
天
気
キ
ャ

ス
タ
ー
と
し
て
活
動
。
１
９
９
７
年
卒

業
。
北
海
道
文
化
放
送
（
ｕ
ｈ
ｂ
）
の
報

道
記
者
を
経
て
99
年
９
月
よ
り
「
ｕ
ｈ
ｂ

ス
ー
パ
ー
ニ
ュ
ー
ス
」
の
キ
ャ
ス
タ
ー
。

２
０
０
１
年
９
月
、
休
暇
で
訪
れ
て
い
た

Ｎ
Ｙ
で
同
時
多
発
テ
ロ
に
遭
遇
。
フ
ジ
テ

レ
ビ
か
ら
緊
急
リ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
同
社

の
報
道
社
長
賞
を
受
賞
。
２
０
０
４
年
退

職
。
２
０
１
６
年
よ
り
ｕ
ｈ
ｂ
の
嘱
託
な

ど
と
し
て
活
動
を
再
開
。

学園学園人人脈記脈記第13 回

経済学部経営学科 平成９年卒・29 期生

北 海 道 文化 放 送
報道スポーツ局　報道情報部　山

や ま

口
ぐ ち

 英
え

里
り

子
こ

 氏
みんテレ アシスタント プロデューサー

ニュースも、その裏側も伝えたい
ｕｈｂにて。「テレビとネットはライバルのようで、実は好
相性。ネットを通してテレビを元気にしてきたいですね」

　

米
国
の
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
社
が
地

理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）

を
使
っ
て
優
れ
た
研
究
を
行

う
学
生
に
与
え
るEsri Young 

Scholar Award

を
発
表
。
蟬
塚

咲
衣
さ
ん
（
大
学
院
文
学
研
究

科
修
士
課
程
１
年
）
が
日
本
の

応
募
者
の
中
か
ら
最
優
秀
者
に

選
ば
れ
受
賞
し
た
。

　

受
賞
者
は
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
市
で
開

催
さ
れ
る
世
界
最
大
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ

イ
ベ
ン
ト
「
第
40
回
米
国
Ｅ

ｓ
ｒ
ｉ
ユ
ー
ザ
ー
会
」
へ
招
待

さ
れ
る
。（
今
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
７
月
13
日
か
ら
15
日
に
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
）

　

蟬
塚
さ
ん
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を

本
学
の
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム

論
で
習
得
。「
奥
尻
島
に
お
け

る
祭
礼
」
と
い
う
研
究
テ
ー

マ
に
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
応
用
し
た
。

祭
礼
研
究
は
民
俗
学
な
ど
質

的
な
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
定

番
の
研
究
手
法
と
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の

技
術
を
組
み
合
わ
せ
、
新
た

な
知
の
創
出
に
貢
献
し
た
点

が
高
く
評
価
さ
れ
本
道
か
ら

初
の
受
賞
と
な
っ
た
。

大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
1
年 

蟬せ
み

塚づ
か

咲さ
き

衣え

第
９
回Esri Young Scholar Award 

受
賞

受賞ポスターを掲げる蟬塚咲衣（文学研究科日本文化専攻修士課程１年）

日々の努力と経験でステージアップ

わた べ よう へい

渡部 瑶平

中道リース株式会社
北海道営業部 札幌支店

経済学部地域経済学科
（平成28年度卒・11期生）

「
ア
ル
ペ
ジ
オ
」全
国
ハ
モ
ネ
プ
リ
ー
グ
出
演

ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
Ｌ
ａ
ｐ
ｉ
ｓ
所
属

リモート収録でも全力演奏

経
営
学
部
経
営
学
科
４
年　

柏
か
し
わ

谷や 

優ゆ

衣い

SASARUプロデュース“萌えだん”
北海道在住、情報発信力のある次世代の
イケメンたちを紹介しています！
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の
か
、
そ
れ
す
ら
判
っ
て
い

な
い
の
だ
ろ
う
な
と
思
っ
た

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
彼
ら
の
未
来
、
可
能
性

や
、
持
つ
こ
と
が
で
き
る
は

ず
の
ワ
ク
ワ
ク
を
阻
害
さ
れ

て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
強

い
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
何
か
企
画
し
よ
う

よ
、
と
教
え
て
い
る
４
年
生

二
人
に
持
ち
か
け
る
と
、
３

年
生
一
人
を
巻
き
込
み
、
３

名
で
の
企
画
体
制
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は

彼
ら
が
主
体
と
な
り
、with 

Corona, after Corona

を
見

据
え
た
将
来
の
話
を
し
よ

う
！
と
い
う
こ
と
で
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

本
学
に
設
置
さ
れ
て
い
る
Ａ

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
位
置

に
移
動
し
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
突
然
心
臓
が
正

常
に
拍
動
で
き
な
く
な
っ
た
心

停
止
状
態
の
心
臓
に
対
し
て
、

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
行
い
、
心
臓

を
正
常
な
リ
ズ
ム
に
戻
す
た
め

の
医
療
機
器
で
す
。
操
作
方
法

を
音
声
で
ガ
イ
ド
し
て
く
れ
る

た
め
、
簡
単
に
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い

　

６
月
８
日
か
ら
、
山
鼻
キ
ャ

ン
パ
ス
と
豊
平
キ
ャ
ン
パ
ス
を

往
復
す
る
「
工
学
部
シ
ャ
ト
ル

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
開
始

山
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス

⇔

豊
平
キ
ャ
ン
パ
ス

方
は
動
画
で
確

認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

バ
ス
」
の
運
行
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

　

工
学
部
の
学
生
と
大
学
教
職

員
が
無
料
で
利
用

す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
皆
さ
ん
の

移
動
を
安
全
か
つ

よ
り
快
適
に
す
る

た
め
に
役
立
て
て

下
さ
い
。

　

運
行
ダ
イ
ヤ
ル

等
の
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所

・
４
号
館
１
階
受
付

・
６
号
館
１
階
受
付

・
文
化
棟
１
階
受
付

4号館1階受付に設置されたAED

工学部シャトルバス

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置

　

私
が
こ
の
活
動
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
、
石
井
先
生
か

ら
伺
っ
た
大
学
生
活
に
不
安

を
抱
え
て
い
る
１
年
生
の
姿

が
そ
の
頃
の
自
分
と
重
な
っ

た
こ
と
で
す
。
４
年
生
に

な
っ
た
今
振
り
返
る
と
、
１

年
生
当
時
は
大
学
生
活
を
イ

メ
ー
ジ
で
き
ず
に
い
て
、
あ

の
頃
、
２
年
生
以
降
の
情
報

を
知
っ
て
い
れ
ば
も
っ
と
楽

し
め
て
い
た
の
に
、
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
今
年
の
１

年
生
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
学
校
に
行
け
ず
、
大

学
生
に
な
っ
た
実
感
が
薄
い

こ
と
で
尚
更
そ
れ
が
難
し
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。
１
年
生
に
は
私
の
よ
う

　

私
は
本
年
度
の
３
年
次
編

入
生
で
、
５
月
に
こ
の
活
動

の
話
を
待
ち
か
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
当
時
は
、
編
入
生

で
あ
る
私
が
「
１
年
生
の
た

め
の
イ
ベ
ン
ト
」
を
、
会
っ

た
こ
と
の
な
い
先
輩
方
と
一

緒
に
作
り
上
げ
る
こ
と
は
可

能
な
の
か
と
、
不
安
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
海

外
経
験
や
英
語
学
習
と
い
う

面
に
お
い
て
、
私
が
何
か
貢

献
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
挑

戦
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

次
第
に
大
き
く
な
り
、
チ
ー

ム
の
一
員
に
加
わ
り
ま
し

た
。
活
動
を
進
め
て
い
く
中

で
、
一
番
意
識
を
し
た
こ
と

は
「
参
加
者
に
学
び
の
あ
る

　

篠
田
君
と
僕
は
、
綿
引
さ

ん
も
巻
き
込
み
、〝
１
年
生

の
大
学
生
活
に
ワ
ク
ワ
ク
を

作
る
〟
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

の
基
、
計
３
回
の
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
第
１

回
で
は
、〝
大
学
生
活
〟、
第

２
回
で
は
、〝
留
学
・
海
外

経
験
〟、
そ
し
て
第
３
回
で

は
〝
海
外
総
合
実
習
〟
を

テ
ー
マ
に
、
会
を
企
画
・
運

営
し
ま
し
た
。
各
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

会
で
は
、
複
数
の
パ
ネ
リ
ス

ト
を
招
待
し
、
会
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
た
内
容
に
つ
い
て
プ

レ
ゼ
ン
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
参
加
者
か

ら
パ
ネ
リ
ス
ト
に
質
問
を
す

る
流
れ
で
進
行
し
て
い
き
ま

会
」
を
作
る
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
事
後
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
参
加
者
の
声

を
聞
き
、
改
善
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
反
省
と
改
善
を
繰

り
返
す
こ
と
で
、
イ
ベ
ン
ト

の
質
の
向
上
に
繋
が
り
、
結

果
的
に
、
参
加
者
の
満
足
度

が
向
上
し
て
い
き
ま
し
た
。

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
徹
底

的
に
応
用
し
、
反
省
を
活
か

す
こ
と
の
重
要
性
を
実
践
の

中
か
ら
学
び
ま
し
た
。
次
回

は
、
今
ま
で
の
経
験
を
活
か

し
、
更
に
グ
ロ
ー
バ
ル
に
意

識
を
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
を
全

学
部
対
象
に
開
催
し
た
い
と

計
画
し
て
い
ま
す
。

す
。
前
半
の
プ
レ
ゼ
ン
は
、

パ
ネ
リ
ス
ト
自
身
の
多
彩
な

経
験
を
基
に
し
た
、
魅
力
的

な
プ
レ
ゼ
ン
で
し
た
。
後
半

の
質
問
会
で
は
、
沢
山
の
質

問
が
飛
び
交
い
、
参
加
者
と

パ
ネ
リ
ス
ト
双
方
に
と
っ
て

充
実
し
た
時
間
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
毎
回
の
事
後
ア

ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
今
後
の

大
学
生
活
が
楽
し
み
に
な
り

ま
し
た
！
」
や
「
海
外
へ
挑

戦
し
た
い
気
持
ち
が
高
ま
り

ま
し
た
！
」
な
ど
、
今
後
の

大
学
生
活
や
海
外
挑
戦
に
対

し
て
前
向
き
な
コ
メ
ン
ト
を

沢
山
い
た
だ
き
、
主
催
者
と

し
て
も
、
大
変
や
り
が
い
を

感
じ
ま
し
た
。

な
経
験
を
し
て
ほ
し
く
な

い
、
何
か
力
に
な
り
た
い
と

の
思
い
か
ら
、
宍
戸
君
に
声

を
か
け
、
こ
の
活
動
を
始
め

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
１
年
生
が

何
に
困
っ
て
い
る
の
か
を
知

る
た
め
質
問
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
英
語
関
連
の
も
の
が

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
海
外

経
験
や
、
英
語
学
習
に
関
心

が
あ
る
た
め
、
活
動
内
容
を

そ
の
分
野
に
特
化
し
、
１
年

生
が
今
後
海
外
へ
挑
戦
す
る

気
持
ち
を
高
め
、
楽
し
い
大

学
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
４
年
生
２
名

と
３
年
生
１
名
に
よ
る
経
営

学
部
１
年
生
の
た
め
の
「
１

年
生
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
」

と
い
う
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
１
年
生
か
ら
の
疑
問
、

質
問
、
特
に
海
外
で
の
学
び

や
英
語
学
習
に
対
す
る
疑
問

に
答
え
る
、
と
い
う
形
で
、

不
定
期
に「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
」と

い
う
の
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け

か
ら
今
ま
で
に
合
計
３
回
開

催
し
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は

コ
ロ
ナ
禍
で
大
学
に
行
け
な

い
１
年
生
を
見
て
、
大
学
に

行
け
た
な
ら
ば
講
義
以
外
に

何
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
知
ら
な
い
と
何
が
困
る

Z
o
o
m
会
参
加
学
生

第
3
回
交
流
会

ゲ
ス
ト
パ
ネ
リ
ス
ト海外総合実習

経
営
学
部
1
年
生

サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
の

活
動
に
つ
い
て

経営学部教授

石
いし

井
い

 晴
はる

子
こ

経
験
を
活
か
し
て

イ
ベ
ン
ト
を
企
画

経営学部
経営情報学科 4 年

篠
しの

田
だ

 稜
りょう

介
すけ

1
年
生
の

大
学
生
活
に

ワ
ク
ワ
ク
を
！

経営学部
経営学科 4 年

宍
しし

戸
ど

 瑠
る

伊
い

反
省
と
改
善
で

イ
ベ
ン
ト
の
質
を

向
上

経営学部
経営学科 3 年

綿
わた

引
ひき

 彩
あや

乃
の

　

こ
の
会
に
参
加
し
た
こ
と
で

得
る
こ
と
が
で
き
た
情
報
は
、

英
語
を
学
ぶ
上
で
、
さ
ら
に
は

海
外
へ
何
ら
か
の
形
で
行
く
う

え
で
非
常
に
有
意
義
な
も
の
に

な
り
ま
し
た
。
様
々
な
情
報
を

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
中
で
、

と
て
も
価
値
あ
る
情
報
だ
っ
た

と
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、
実
際

の
海
外
留
学
を
経
て
得
た
経
験

や
反
省
、
ど
の
程
度
の
語
学
ス

キ
ル
が
最
低
基
準
な
の
か
な
ど

の
情
報
を
聞
け
た
こ
と
や
、
海

外
で
通
用
す
る
英
語
の
勉
強
方

法
を
直
に
聞
け
た
こ
と
で
す
。

充
実
し
た
会
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

経
営
学
部

経
営
情
報
学
科
1
年

福ふ
く

士し 

凱か
い

斗と

経
営
学
部

経
営
学
科
3
年

佐さ

藤と
う 

結ゆ
い

夏か

　

こ
の
交
流
会
で
一
番
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
後
輩
た

ち
の
留
学
に
対
す
る
疑
問
を
聞

け
た
こ
と
で
し
た
。
彼
ら
は
現

地
の
学
校
の
事
、
治
安
の
事
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
事
な

ど
、
日
本
に
い
た
ら
考
え
な
い

こ
と
を
真
っ
先
に
考
え
て
い
ま

し
た
。私
は
、そ
の
心
配
事
と
の

対
面
が
ま
さ
に
異
文
化
交
流
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
自

分
の
世
界
に
は
な
い
も
の
、
有

り
得
な
い
も
の
と
向
き
合
う
こ

と
で
価
値
観
は
広
が
り
ま
す
。

こ
の
交
流
会
を
通
し
て
、
後
輩

の
異
文
化
交
流
へ
の
心
配
が
な

く
な
れ
ば
、
嬉
し
い
で
す
。

経営学部1年生のためのリモートサポート
上級生が大学生活の疑問に答える

⬇
⬇

⬇

▽
５
月
22
日  

札
幌
学
生
野
球
連
盟
理
事

長 

廣
嶋
進
氏
、
同
事
務
局 

高
橋
淑
子
氏

▽
６
月
19
日  

株
式
会
社
紀
伊
國
屋
書
店

北
海
道
営
業
部
長 

佐
藤
宏
典
、
同
営
業

部
主
任
調
査
役 

金
山
博
之
氏
、
同
営
業
部 

宮
下
敦
好
氏

▽
６
月
24
日  

工
学
部
研
究
生 

中
野
ガ
ブ

リ
エ
ル
寿
則
氏
、
公
益
財
団
法
人
北
海
道

国
際
交
流
・
協
力
総
合
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｉ
Ｅ

Ｃ
Ｃ
交
流
・
交
流
部
長 

角
張
敏
郎
氏
、
他

２
名

▽
６
月
25
日  

岩
倉
建
設
株
式
会
社
代
表

取
締
役
社
長 

鈴
木
泰
至
氏
、
同
事
務
部
執

行
役
員
部
長 

田
伏
一
志
氏
、
同
事
務
部
総

務
課
人
事
課
長 

堀
貢
祐
氏

▽
７
月
27
日  

一
般
財
団
法
人
北
海
道
河

川
財
団
理
事
長 

岡
部
和
憲
氏
、
同
総
務
部

長 

福
松
也
寸
志
氏
、
同
企
画
部
上
席
主
査 

東
海
林
勉
氏

全国約120大学、合計200人以上の学生が監督と
なり、外出自粛期間中に「希望」をテーマに1分以内
の映像作品を制作し、その全作品が集まって1つの
オムニバス映画になりました。本学からは3作品を
出品しています。

Youtube公開：8月16日日～10月31日土公開日程

放送研究会と映画研究会がオムニバス映画
「突然失礼致します！」に作品を出品

君の悩みに

ZOOM IN !!
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学年 月 学内行事
民間希望者 公務員希望者

一般的な流れ 主な行事

1
年
生

キャリアガイダンス

2
年
生

10月 2年生対象
公務員ガイダンス

3月 教務ガイ
ダンス

3
年
生

4月 授業開始

第1回
就職ガイダンス

第1回
公務員ガイダンス

資格取得講座ガイダンス・講座開始
インターンシップガイダンス
GPS-Academic受検（※6月末まで延長）

5月

有料公務員講座開始
（～ 4月）

GPS-Academicフォローガイダンス
学園インターンシッププログラム（GIP）
開始

6月
自己分析の開始・
就職情報サイトへの
登録

第2回就職・公務員ガイダンス
（就活ハンドブック配布、ミナトコムへの
登録）

7月 定期試験 インターンシップ
への応募・準備

8月 夏期休業 夏季インターンシップ 学園インターンシッププログラム（GIP）
派遣

9月 第3回就職・公務員ガイダンス
（進路登録カード配布）

10月 十月祭
業界・職種研究開始 進路登録カード提出（全員）

就活講座開始

11月

第4回就職ガイダン
ス・就職講演会 学内官庁説明会

筆記試験（SPI）対
策講座
個人面談（全員）

─
文
学
研
究
科
の
特
色
は
？

上
野
教
授　

ど
の
学
問
で
も
、

多
か
れ
少
な
か
れ
、
人
間
と

は
何
か
、
を
問
い
質
す
こ
と

を
使
命
と
し
ま
す
。
人
間
は

言
葉
を
駆
使
し
、
一
定
の
ル
ー

ル
の
中
で
経
済
・
社
会
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
似
た
よ
う

な
こ
と
を
行
う
他
の
動
物
も

い
ま
す
が
、
や
は
り
人
間
の

そ
れ
と
は
違
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
ど
の
学
問
も
独
自
の

切
り
口
で
人
間
の
営
み
を
研

究
し
、
人
間
と
は
何
か
、
を

考
え
て
い
く
わ
け
で
す
。
宇

宙
が
ビ
ッ
グ
バ
ン
に
始
ま
る

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
も
、

私
達
の
生
活
に
直
接
関
係
は

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
を
知
り
た
い
と
思
う
の
は
、

自
分
た
ち
が
ど
こ
か
ら
来
て

ど
こ
へ
向
か
う
か
を
知
り
た

い
か
ら
で
し
ょ
う
。
文
学
研

究
科
で
は
そ
う
い
っ
た
問
い

に
よ
り
直
接
的
に
向
き
合
っ

て
い
き
ま
す
。

─
新
文
学
研
究
科
長
と

し
て
の
抱
負
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

上
野　

も
っ
と
多
く
の

人
に
、
特
に
学
部
生
に

人
文
学
を
学
ぶ
意
義
や

研
究
の
醍
醐
味
を
伝
え

た
い
で
す
ね
。
教
職
課

程
や
日
本
語
教
員
養
成

課
程
、
学
芸
員
課
程
な

ど
で
勉
強
す
る
学
生
も

多
く
い
ま
す
の
で
、
そ

こ
で
の
学
び
を
さ
ら
に

深
め
る
、
と
い
う
選
択

肢
が
あ
る
こ
と
も
情
報

と
し
て
提
供
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
大

学
へ
の
進
学
が
さ
ほ
ど

珍
し
く
は
な
い

現
在
、
本
当
の

意
味
で
、
一
つ

の
テ
ー
マ
を
究

め
論
文
に
ま
と

め
る
経
験
が
で

き
る
の
は
大
学

院
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
し
、
そ

の
経
験
は
、
そ
の

後
の
人
生
に
何
ら

か
の
形
で
活
き
る

は
ず
で
す
か

ら
。

─
学
生
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス

を
。

上
野　

人
文
学
部
の
学

生
は
も
と
も
と
、
言
語
、

文
学
、
歴
史
、
思
想
な

ど
に
深
い
関
心
を
持
っ

て
い
る
者
が
多
く
い
ま

す
か
ら
、
実
社
会
に
出

る
前
に
、
更
な
る
高
み

を
目
指
し
て
、
大
学
院

で
の
学
び
に
果
敢
に
挑

戦
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
ね
。
も
ち
ろ
ん
、
他

学
部
の
意
欲
あ
る
学
生
、

社
会
人
も
大
歓
迎
で
す
。

─
先
生
の
休
日
の
過
ご

し
方
や
趣
味
は
？

上
野　

家
庭
菜
園
を
や
っ
て

い
ま
す
。
水
遣
り
、草
む
し
り
、

収
穫
な
ど
、
よ
い
気
分
転
換

に
な
り
ま
す
。

上
野
先
生
の
お
す
す
め
の
本

永
田
和
宏
『
知
の
体
力
』（
新

潮
新
書
）

─
工
学
研
究
科
の
特
色
は
？

髙
橋
教
授　

建
設
工
学
と
電
子
情
報

生
命
工
学
の
２
専
攻
制
で
、
い
ず
れ

も
第
一
線
で
活
躍
す
る
教
授
陣
が
分

野
横
断
的
に
協
力
で
き
る
体
制
に

な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
と
連
携
し
北

海
道
に
根
差
し
た
技
術
開
発
に
取
り

組
む
教
員
も
数
多
く
い
ま
す
。
本
研

究
科
は
大
学
院
生
と
教
員
の
距
離
が

近
く
、
細
や
か
な
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の

指
導
体
制
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
教

員
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
が
制
限
さ
れ
が

ち
な
マ
ン
モ
ス
大
学
院
で
は
得
ら
れ

な
い
贅
沢
な
個
人
指
導
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
、
最
新
の
研
究
設
備
を
自

身
の
研
究
に
自
由
に
利
用
で
き
る
環

境
に
あ
り
ま
す
。

─
新
工
学
研
究
科
長
と
し
て
の
抱
負

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

髙
橋　

新
設
の
電
子
情
報
生

命
工
学
専
攻
か
ら
課
程
博
士

を
輩
出
し
、
研
究
科
の
体
制

を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
第
一

で
す
。
コ
ロ
ナ
流
行
下
、
大

学
院
生
の
安
全
を
確
保
し
つ

つ
教
育
研
究
の
質
を
落
と
さ

な
い
方
策
を
工
夫
し
て
ゆ
く

必
要
も
あ
り
ま
す
。
本
研
究

科
に
は
社
会
人
コ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
の
で
、
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
の
場
と
し
て
の
魅
力
発

信
と
受
け
入
れ
態
勢
の
充
実

を
図
り
、
生
涯
教
育
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
中
長
期
的
に
は
、
大

学
院
生
の
数
を
増
や
し
さ
ら

に
活
気
あ
る
研
究
科
と
し
て
い
く
こ

と
が
目
標
で
す
。

─
工
学
研
究
科
で
学
ぶ
こ

と
の
意
義
と
は
？

髙
橋　

最
先
端
の
学
問
に

触
れ
、
新
し
い
視
点
や
柔

軟
な
発
想
法
を
習
得
で
き

ま
す
。
研
究
活
動
を
通
し

論
理
的
推
論
の
訓
練
を
繰

り
返
す
こ
と
で
、
人
生
の

指
針
と
な
る
客
観
的
な
判
断
力
を
身

に
着
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
本
大

学
院
修
了
生
は
幅
広
い
技
術
分
野
に

就
職
し
て
お
り
、
大
学
や
研
究
機
関

で
研
究
者
と
な
っ
て
活
躍
し

て
い
る
人
も
い
ま
す
。

─
学
生
へ
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

髙
橋　

専
門
分
野
を
深
く
学

ぶ
こ
と
に
加
え
、
予
測
不
能

な
時
代
に
あ
っ
て
も
柔
軟
な

対
応
を
と
れ
る
知
的
瞬
発
力

を
養
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
自
ら
学
び
続
け
る
積
極

性
と
幅
広
い
教
養
が
そ
れ
を

可
能
に
し
ま
す
。
工
学
は
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
時

代
を
変
え
る
力
を
持
っ
て
い

ま
す
。
自
分
が
未
来
を
デ
ザ

イ
ン
す
る
技
術
者
に
な
る
と

い
う
気
概
を
持
っ
て
貪
欲
に

学
ん
で
く
だ
さ
い
。

─
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

髙
橋　

最
近
は
子
ど
も
達
も
自
分
の

時
間
を
優
先
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た（
付
き
合
っ
て
く
れ
な
く
な
っ
た
）

の
で
、
も
っ
ぱ
ら
妻
と
の
ん
び
り
ド

ラ
イ
ブ
し
た
り
読
書
を
し
た
り
…
と

い
っ
た
感
じ
で
す
。

髙
橋
先
生
の
お
す
す
め
の
本

「
サ
ピ
エ
ン
ス
全
史
」
ユ
ヴ
ァ
ル
・

ノ
ア
・
ハ
ラ
リ
著
（
河
出
書
房
新
社
）

人間の営みを見る確かな眼を養う

新しい時代をデザインする力を
持った人材を育てたい

─
経
営
学
研
究
科
の
特
色
は
？

佐
藤
教
授　

当
研
究
科
は
『
組
織

経
営
』、『
組
織
情
報
』、『
組
織
心

理
』
か
ら
な
る
３
つ
の
科
目
群
を

有
し
、
各
科
目
を
８
つ
の
履
修
モ

デ
ル
【「
組
織
」、「
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
」、「
企
業
・
社
会
」、「
会
計

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」、「
情
報
」、「
教

育
」、「
心
理
」、「
医
療
」】
に
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

他
に
は
見
ら
れ
な
い
多
彩
な
教
育

課
程
の
編
成
に
よ
り
、
経
営
学
に

関
わ
る
様
々
な
研
究
関
心
に
対
し

て
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
応
え
得

る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

社
会
人
の
受
け
入
れ
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
在
籍
者
の
９
割
以
上
が

職
業
を
持
ち
つ
つ
研
究
に
励
ん
で

い
ま
す
。
看
護
職
や
社
会
保
険
労

務
士
向
け
の
特
例
受
験
制
度
を
設

け
て
い
る
点
も
特
色
の
一
つ
で
す

が
、
学
問
の
性
質
上
、
特
に
企
業

人
や
団
体
職
員
、
公

務
員
と
い
っ
た
、
組

織
に
属
さ
れ
て
い
る

方
々
の
受
験
を
歓
迎

し
て
い
ま
す
。

─
こ
れ
ま
で
果
た
し

て
き
た
役
割
と
成
果

は
？

佐
藤　

経
営
学
研
究

科
は
、
２
０
０
３
年
の
経
営
学

部
開
設
に
先
立
つ
こ
と
３
年
前
の

２
０
０
０
年
に
開
設
さ
れ
、
今
年

で
21
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
19
名
の
博
士
と
１
１
４

名
の
修
士
を
輩
出
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
多
く
は
、
高
度
職
業
人

と
し
て
の
高
い
課

題
解
決
能
力
を
身

に
付
け
て
元
の
職

場
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大

学
教
員
の
職
に
就
い
た
方
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
の
数

名
に
は
、
当
研
究
科
の
非
常
勤
講

師
と
し
て
、

研
究
の
成
果

を
後
輩
た
ち

に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
て

い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

─
新
研
究
科
長
と
し
て
の
抱
負
を

お
き
か
せ
く
だ
さ
い
。

佐
藤　

私
は
幸
い
な
こ
と
に
、
初

代
研
究
科
長
を
お
務
め
に
な
ら
れ

た
内
田
昌
利
先
生
の
下
、
研
究
科

の
立
ち
上
げ
時
点
か
ら
関
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
経
営
学
研

究
科
に
は
珍
し
い
『
組
織
心
理
』

分
野
を
設
け
て
教
育
課
程
の
幅
を

広
げ
ら
れ
た
の
は
、
内
田
先
生
の

お
導
き
に
よ
る
も
の
で
す
。ま
た
、

こ
れ
も
他
に
見
な
い
「
医
療
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
履
修
モ
デ
ル
の
設
定

は
、
当
研
究
科
が
過
去
か
ら
培
っ

て
き
た
北
海
道
看
護
界
と
の
太
い

繋
が
り
の
中
か
ら
、
第
六
代
研
究

科
長
の
石
井
耕
先
生
と
と
も
に
構

想
し
た
も
の
で

す
。
こ
れ
ら
の

豊
富
な
資
産
を

引
き
継
ぎ
、さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
、

い
っ
そ
う
多
く
の
皆
様
に
魅
力
的

な
研
究
環
境
を
お
届
け
す
る
こ
と

が
、
九
代
目
の
研
究
科
長
と
し
て

の
務
め
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
学
生
へ
ア
ド
バ
イ
ス
を
。

佐
藤　

社
会
人
の
方
は
、
休
日

が
研
究
に
集
中
で
き
る
日
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学

院
の
授
業
は
受
講
者
の
発
表
が

中
心
に
な
り
ま
す
の
で
、
平
日

も
そ
の
準
備
に
追
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
仕
事
と
研
究
の

両
立
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
共
に
精
励
し
ま

し
ょ
う
。

―
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

佐
藤　

院
生
の
皆
さ
ん
と
同
様

に
、
私
も
休
日
を
意
識
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

―
先
生
の
お
す
す
め
の
本
は
？

佐
藤　

本
を
読
ん
で
勉
強
す
る

の
は
学
部
生
の
や
る
こ
と
で

す
。
本
に
は
10
年
前
の
知
見

し
か
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
院

生
は
論
文
を
読
ん
で
研
究
し
て

く
だ
さ
い
。
も
し
専
門
領
域
の

知
識
に
不
足
が
あ
る
と
感
じ
た

な
ら
、
読
む
べ
き
本
を
指
導
教

授
に
尋
ね
ま
し
ょ
う
。

他
に
は
な
い
多
彩
な
教
育
課
程

【
求
人
数
は
さ
ほ
ど
変
化
せ
ず
】

　

厚
生
労
働
省
が
７
月
31
日

に
発
表
し
た
有
効
求
人
倍
率
は

１
・
11
倍
と
な
り
、
前
月
か
ら

０
・
09
ポ
イ
ン
ト
落
ち
込
ん
だ

と
い
う
発
表
が
あ
り
ま
し
た

が
、
本
学
に
届
い
て
い
る
求
人

数
は
前
年
同
時
期
と
比
較
し
て

も
、
さ
ほ
ど
変
化
は
あ
り
ま
せ

ん
。
旅
行
・
観
光
な
ど
に
関
わ

る
企
業
は
採
用
を
見
送
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
業
界
で

は
採
用
意
欲
は
高
い
ま
ま
で

す
。
と
い
う
の
も
、
こ
こ
数
年

の
売
り
手
市
場
の
影
響
も
あ

り
、
思
う
よ
う
な
採
用
活
動
が

で
き
て
い
な
い
企
業
が
ま
だ
ま

だ
あ
る
た
め
で
す
。

【
就
職
活
動
へ
の
影
響
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
学
生
を
一
か
所
に
集
め

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ

と
で
、
就
職
活
動
に
も
大
き
な

変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ひ

と
つ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
企
業
説
明
会
・
面
接
で

す
。
ｗ
ｅ
ｂ
を
利
用
し
た
企
業

説
明
会
は
、
自
宅
で
視
聴
す
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
い
ま
ま

で
の
よ
う
な
、
ス
ー
ツ
を
着
込

み
、
交
通
機
関
を
利
用
し
て
会

場
に
行
く
手
間
と
費
用
が
省
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
首
都

圏
本
社
の
企
業
や
人
気
企
業
を

希
望
す
る
学
生
に
と
っ
て
は
喜

ば
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
顔
を
見
せ
る
必
要
が
な

い
た
め
、
気
軽
に
質
問
で
き
る

と
い
う
こ
と
も
就
活
生
に
と
っ

て
メ
リ
ッ
ト
に
な
り
ま
し
た
。

【
今
後
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
日

本
の
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
し
ま
っ
た
の
で
、
今
後
、

民
間
・
公
務
員
問
わ
ず
就
職
環

境
に
も
必
ず
影
響
は
出
ま
す
。

そ
し
て
そ
れ
が
い
つ
、
ど
の
よ

う
な
形
で
顕
在
化
す
る
か
は
全

え
づ
ら
い
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
な
ど
を
経
て
、
採
用
試

験
に
誘
導
す
る
こ
と
も
、
こ
れ

か
ら
は
増
え
て
い
く
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
１
・
２
年
生
に
内
定

を
出
し
た
企
業
も
あ
り
ま
す
。

先
輩
方
の
就
職
活
動
が
そ
の
ま

ま
通
用
し
な
い
時
代
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。「
周
囲
が
始
め
た

か
ら
自
分
も
な
ん
と
な
く
就
活

す
る
」
と
い
う
よ
う
な
姿
勢
で

い
る
と
取
り
残
さ
れ
る
か
も
し

く
予
想
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
経
団
連
が

就
活
ル
ー
ル
を
撤
廃
し
た
こ
と

に
伴
い
、
企
業
は
横
並
び
で
採

用
活
動
す
る
必
要
が
な
く
な
り

ま
し
た
。
企
業
が
独
自
に
採

用
、
選
考
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

設
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
い
ま
ま
で
の

よ
う
に
、
３
年
生
の
３
月
か
ら

日
本
の
企
業
が
一
斉
に
採
用
活

動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
と
は
考

れ
ま
せ
ん
。
世
の
中
で
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
が
「
他
人
事
」
で

は
な
く
「
自
分
に
関
わ
る
事
」

と
し
て
捉
え
、
情
報
感
度
を
高

め
て
ほ
し
い
で
す
。

教授

経営学研究科長

佐藤　淳
さ とう じゅん

教授

文学研究科長

上野 誠治
うえ の せい じ

教授

工学研究科長

髙橋 考太
たか はし こう た

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
求
人

第
一
期 

準
備
期

学年 月 学内行事
民間希望者 公務員希望者

一般的な流れ 主な行事

3
年
生

12月 冬季インターンシップ
（〜 2月）

学内業界研究会、学
内OB・OG訪問

1月 定期試験 面接トレーニング開始

2月 入学試験

第5回
就職ガイダンス

第4回
公務員ガイダンス
公務員模擬試験開始

（2月〜 4月）

3月 教務ガイ
ダンス

企業説明会・エントリー
スタート
入社試験スタート

学内合同企業
説明会①

各種公務員試験願書
配布開始

4
年
生

4月 授業開始
筆記試験・エントリー
シート提出ピーク
内々定出し開始

公務員直前ガイダン
ス

5月

本試験（筆記）スター
ト
面接・面接カード対
策ガイダンス
模擬面接開始

6月 面接・選考ピーク
内々定出しピーク

第6回
就職ガイダンス

官庁別2次対策ガイ
ダンス

学内合同企業
説明会②

7月 定期試験

8月 夏期休業 学内合同企業
説明会③

9月 卒業研究
本格化

10月 十月祭 内定式

就職活動状況調査・未内定学生への支援
開始
特別就職ガイダンス（未内定者向け）
学内合同企業
説明会④

11月 次年度に向けての公
務員ガイダンス

第
一
期 

準
備
期

第
二
期 

エ
ン
ト
リ
ー
期

第
三
期 

選
考
期

2021年度卒（現3年生）　就職支援スケジュール

※上記以外に、ミナトコムジュニア・公務員試験アドバイザーによる後輩への支援を実施
　・ミナトコムジュニア…民間企業から内定を得た4年生による民間企業希望者向けアドバイザー
　・公務員試験アドバイザー…公務員試験に合格した4年生による公務員希望者向けアドバイザー

10月17日土予定

※新型コロナウイルス感染
症の影響により、中止す
る場合があります。

10月合同企業説明会
2020年度卒向け

北海商科大学場所

新
大学院
研究科長に
聞く!

今年度新しく就任した経営学研究科長・
佐藤淳教授、文学研究科長・上野誠治
教授、工学研究科長・髙橋考太教授に
抱負などを伺った。
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社
会
科
学
系

経済学
分野

「ゲームを通じて合理性と経済学の関係を考えよう」 経済学部 佐藤敦紘准教授

「地域の資源 地域の経済」 経済学部 早尻正宏准教授

経営学
分野

「コカ・コーラの強さのヒ・ミ・ツを教えます!!」 経営学部 今野喜文教授

「情報革命の時代に求められるコミュニケーションスキル：学校英語を学ぶ意義」経営学部 内藤永教授 

心理学
分野 「クイズや体験で学ぶ人の行動」 経営学部 古谷嘉一郎准教授

法学分野「SNSと刑法」 法学部 神元隆賢教授

政治学
分野 「総理大臣は強いのか？」 法学部 山本健太郎教授

人
文
科
学
系

文学・歴
史学分野「小説のヒミツ、おしえます。―「顔」をキーワードに」 人文学部 田中綾教授

文学分野「英語で文学を楽しむ」 人文学部 森川慎也准教授

自
然
科
学
系

建築分野「人が活き活きとする環境にやさしい建物とまちづくり」 工学部 小柳秀光教授

電子工学・
情報工学分野「声が出る仕組み」 工学部 元木邦俊教授

天文学
分野 「宇宙に生命の存在する環境をさがす」 工学部 岡崎敦男教授

社会環境
工学分野「なぜ三角形は強いのか： 橋が力を支える仕組みとペーパートラス橋の実験」 工学部 金澤健講師

情報工学
分野 「Webブラウザではじめるコンピュータグラフィックス」 工学部 長谷川大准教授

出前講義動画（ＤＶＤ）一覧 ＊各動画時間は30分～ 50分

社
会
科
学
系

経済学
分野

「自動車と正しくつきあうために」 経済学部 浅妻裕教授

「人間らしい働き方を実現するために
――若者の雇用・労働のいま」

「仕事で困ったときにはどうする？
――若者とワーク・ルールそしてユニオン」

「女性差別なんてもうムカシの話？
――女性の労働と男女の生き方を考える」

経済学部 川村雅則教授

「ジェンダーと労働、社会保障」 経済学部 中囿桐代教授

「野菜の流通と産地づくり」 経済学部 宮入隆教授

「ゲームを通じて合理性と
経済学の関係を考えよう」

「うそつきは泥棒のはじまり？
それとも先生のはじまり？」

経済学部 佐藤敦紘准教授

経営学
分野

「あなたはユニクロと
しまむらの違いがわかりますか?!」

「コカ・コーラの強さのヒ・ミ・ツを教えます!!」
「ヒット商品はいかに生み出されるのか?!」
「アマゾンのここがスゴイ!!」

経営学部 今野喜文教授

「グローバル企業では
どのような英語が使われているの？」

「海外商談会の最前線」
「海外勤務・海外駐在」

経営学部 内藤永教授

「スポーツだってマーケティング」
「ヒット商品の作り方をみんなで考えてみる」 経営学部 伊藤友章教授

「あなたは最適な人と結婚できますか？」
～意思決定から見る経営学の世界～ 経営学部 金倫廷講師

法学分野

「死刑存廃」
「振り込め詐欺の現状と対策」
「SNSと刑法」
「薬物犯罪とその対策」
「資格試験・公務員試験における法律学・政治学」

法学部 神元隆賢教授

「多数決と民主主義」
「違憲審査制度と裁判所の役割」
「女性が活躍できる社会って？

―法学の視点から考える」

法学部 館田晶子教授

政治学
分野

「NPO って何？」 法学部 樽見弘紀教授

「『公共』を考える」 法学部 佐藤克廣教授

「政党を知り、選挙を学ぶ」 法学部 山本健太郎教授

人
文
科
学
系

哲学分野「キリスト教は本当に一神教か？」
「現代社会の始まりとしての第一次世界大戦」 人文学部 小柳敦史准教授

心理学
分野

「クイズや体験で学ぶ人の行動」
「人づき合いにいかせる心理学のアイデア」 経営学部 古谷嘉一郎准教授

文学・歴
史学分野

「小説のヒミツ、おしえます。
―「顔」をキーワードに」

「芥川龍之介も太宰治も…
作家はみんな〈検閲〉をうけていた」

「あなたの手紙、開封しました。
―北海道で行われたGHQ検閲について」

人文学部 田中綾教授

文学分野「すぐに使えるドイツ語30語」 経済学部 北原寛子教授

語学分野

「英語を勉強して、そのあとどうする？」
～英語を「使う」ということ～ 経営学部 浦野研教授

「アプリで最初の英語語彙学習」
「ＴＶドラマ・映画に学ぶ英語口語表現」
「アニメで学ぶ留学の英会話」

人文学部 田中洋也教授

自
然
科
学
系

建築学
分野

「まちを観察してみよう」
「建築学科学生による空き家再生」
「まちづくり発祥の地北海道」

工学部 岡本浩一教授

「環境にやさしい建物とまちづくり」 工学部 小柳秀光教授

情報工学
分野

「サイエンティフィック
ビジュアリゼーションの入り口」

「コード化そして冗長化の役割
～コード化理論の基本」

「ＩｏＴとモノづくりの発展」

工学部 菊地慶仁教授

「オノマトペはやさしくてむずかしい」
「人工知能は人の言葉を理解しているのか？」 工学部 内田ゆず准教授

電子工学・
情報工学分野「声が出る仕組み」 工学部 元木邦俊教授

環境生物
学分野 「あなたも参加できるシマフクロウ見守り活動」 工学部 早矢仕有子教授

天文学
分野

「宇宙に生命の存在する環境をさがす」
「ブラックホールを探る」 工学部 岡崎敦男教授

数学 「非可換な数理」 工学部 船川大樹講師

ＷＥＢ出前講義（ZOOMを活用したリアルタイム配信講義）一覧
入試 INFORMATION

　

本
学
で
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
今
年
６
月
と
７

月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
し
た

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
中
止
し
９

月
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
Ｗ
ｅ

ｂ
を
使
っ
て
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
進
学
相
談
会
、
説
明
会

が
少
し
ず
つ
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
例
年
と
比
べ
て
機

会
が
少
な
い
状
況
で
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
少
し
で
も

本
学
の
こ
と
を
お
伝
え
で
き
る
も
の

と
し
て
Ｗ
ｅ
ｂ
特

設
サ
イ
ト
を
開
設

い
た
し
ま
し
た
。

Ｗ
ｅ
ｂ
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
は
１

日
だ
け
の
開
催
で
す
が
、
特
設
サ
イ

ト
は
継
続
的
に
閲
覧
が
可
能
で
、
コ

ン
テ
ン
ツ
も
、
よ
り
厚
み
を
持
た
せ

た
も
の
と
し
動
画
を
定
期
的
に
ア
ッ

プ
す
る
等
、
既
存
の
本
学
Ｗ
ｅ
ｂ

ペ
ー
ジ
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
充

実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

出
前
講
義
は
、
各
高
校
に
本
学
教
員
が
お
邪
魔

し
て
、
高
校
生
の
み
な
さ
ん
が
興
味
を
持
て
る

テ
ー
マ
を
わ
か
り
や
す
く
講
義
し
、
大
学
講
義
の

雰
囲
気
を
教
室
で
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
昨

年
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
出
前
講
義
を
実
施
す
る
こ

と
が
難
し
い
状
況
も
あ
る
な
か
、
通
常
の
形
と
あ

わ
せ
て
、
専
用
に
製
作
し
た
動
画
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
の

貸
し
出
し
や
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
の
配
信
を
、
一
部
の
出
前
講
義
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
何
か
と
不
十
分
な
点
が
あ
る
と
は
思

い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
特
設
サ
イ
ト

Ｗ
Ｅ
Ｂ
出
前
講
義

コンテンツ撮影の様子

出前講義撮影準備中

月下旬

※対面式での実施はいたしません。

詳細は本学ホームページをごらん下さい。

2部オープンキャンパスの開催内容を
盛り込んで実施いたします。

WEBオープンキャンパス
9月27日日開催日


